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ホタルの幼虫を放流後、熱心に観察している物部幼稚園の子どもたちの様子

ホタルが
すめる水を
いつまでも

水はまちを流れて
赤野井湾にそそぐ
13～19面

特集  守山の未来を考える



新図書館オープン特別企画を実施します

俳句のねんてん先生による言葉を楽しむ会

中
なか

島
じま

 桃
も

果
か

子
こ

トーク＆ジャズライブ

　俳句の話を聞きながら、作った俳句を見てもらいましょう。
時 3月27日（水）午後1時30分～
講 坪

つぼ

内
うち

 稔
とし

典
のり

さん（ねんてん先生）　持 筆記用具
定先着130人　￥無料　申 電話で図書館へ申し込み。

第1部
守山市出身の小説家、中島 桃果子さんの講演会

「『ギフテッド』“わたしらしく”夢をかなえる」
第2部
熊
くま

田
だ

 千
ち

穂
ほ

さん（ヴォーカル）と上
かみ

山
やま

 実
みのる

さん（ピ
アノ）によるジャズライブ
定 先着130人　￥ 無料
申 電話で図書館へ申し込み。

時 3月31日（日）第1部 午後2時～3時　第2部 午後3時15分～４時
所 図書館 多目的室

時 ４月6日（土）午前9時４0分～午後3時30分
　（受付：午前9時30分～）
集合　市役所正面玄関前
コース
市役所→笠原桜公園→埋蔵文化財センター→おうみん
ち（昼食）→びわこ地球市民の森→モンレーブ→市役所
定 先着20人
￥ 500円／人（保険代、資料代など。当日徴収）
申 3月18日（月）～27日（水）に電話で下記へ申し込み。
他・昼食は各自持参もしくはおうみんちで調達。
　・ ボランティア観光ガイドを募集中。詳しくは下記へ。
主催　守山市ボランティア観光ガイド協会
問 守山市ボランティア観光ガイド協会事務局
　（商工観光課内）
　☎（582）1131
　5（582）1166

自然体験教室
時 ４月3日（水）午前9時30分～11時
内 春の草花を見つけてレンジで押し花にします。
定 先着20組
￥ 50円（材料費）
申 ４月1日（月）までに下記へ

申し込み。
こども教室
時 ４月20日（土）
　午前10時～11時30分
内 牛乳パックで三角ブーメラン・紙飛行機作り
定 先着30組　￥ 無料
持 牛乳パックやジュースのパック2～3個
申 ４月17日（水）までに下記へ申し込み。
いずれも
所 美崎公園
対 幼児（保護者同伴要）～大人
他 詳しくはホームページを
　ご覧ください。
問 美崎公園
　☎・5（585）4280

商工観光課からお知らせ
春のバスツアー

～桜見学と歴史文化を訪ねて～
美崎公園でイベントを

開催します

中島 桃果子さん 熊田 千穂さん

新図書館

上山 実さん

問 図書館　☎（583）1639　5（583）6949
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南
部
地
区
地
域
包
括

支
援
セン
タ
ー
を
開
設

　
高
齢
者
の
身
近
な
地
域
で
包
括
的

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
体
制
を

構
築
す
る
た
め
南
部
地
区
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

　
電
話
ま
た
は
自
宅
で
の
相
談
も
行

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

開
設
日　
４
月
１
日（
月
）

担
当
地
区　
守
山
・
小
津
学
区

事
務
所
設
置
場
所

　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
１
階　

※  

５
月
中
旬
に
エ
ル
セ
ン
タ
ー
敷
地

内
に
移
転
予
定

業
務
内
容

・  

高
齢
者
に
関
す
る
総
合
相
談
支
援

業
務
、
認
知
症
の
人
や
家
族
へ
の

支
援
業
務
、
権
利
擁
護
業
務

・  

出
前
講
座
や
、
家
族
介
護
者
教
室

の
開
催

・  

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請

の
代
行 

な
ど

受
託
者　
社
会
福
祉
法
人
慈
惠
会

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
５
８
１
）０
３
３
０

　
5（
５
８
１
）０
２
０
３

　

 

南
部
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
４
月
１
日
以
降
）

　
☎（
５
８
５
）９
２
０
１

　
病
児
病
後
児
保
育
ハ
ー
テ
ィ
を
運

営
す
る
株
式
会
社
び
わ
こ
ナ
ー
シ
ン

グ
さ
ま
と
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

の
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
、
病

児
・
病
後
児
の
積
極
的
な
受
け
入
れ

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
ハ
ー
テ
ィ
で
は
、
病
気
療
養
中
や

病
気
回
復
期
で
通
常
の
集
団
保
育
が

受
け
ら
れ
な
い
お
子
さ
ま
を
家
庭
に

代
わ
っ
て
保
育
し
ま
す
。
お
子
さ
ま

が
熱
を
出
し
た
け
ど
仕
事
を
休
め
な

い
と
き
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
病
後
児
保
育
室
す
く
す
く

は
３
月
末
日
で
閉
室
し
ま
す
。
今
後

は
ハ
ー
テ
ィ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時 
毎
週
月
～
土
曜
日
午
前
８
時
３０
分

～
午
後
６
時（
土
曜
日
は
午
後
５

時
ま
で
、
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
は
休
業
）

※ 

延
長
保
育
は
月
～
金
曜
日
午
後
７

時
ま
で
実
施

所 

病
児
病
後
児
保
育
ハ
ー
テ
ィ（
守

山
六
丁
目
８
番
１５
―
１
号
、
オ

リ
ー
ブ
守
山
保
育
園
併
設
）

対 

生
後
６
ヵ
月
以
上
の
保
育
園
・
幼

稚
園
・
こ
ど
も
園
・
小
学
校
に
通

う
児
童

定 

最
大
６
人
／
日

￥ 

１
、５
０
０
円
／
日　

　
※ 

延
長
保
育
は
５
０
０
円
追
加

他 

事
前
登
録
・
予
約
要
。
詳
し
く
は

オ
リ
ー
ブ
守
山
保
育
園
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
登

録
申
請
書
な
ど
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

問 

こ
ど
も
政
策
課

　
☎（
５
８
４
）５
９
２
５

　
5（
５
８
２
）１
１
３
８

　
オ
リ
ー
ブ
守
山
保
育
園

　
☎（
５
１
４
）１
５
３
９

　
5（
５
１
４
）１
５
３
８

ホームページ

　

温
水
プ
ー
ル
や
温
浴
施
設
を

含
む
、環
境
セ
ン
タ
ー
の
付
帯
施

設
と
し
て
整
備
す
る
交
流
拠
点

施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、多
く
の

市
民
が
集
い
、憩い
こ

え
る
施
設
と
し

て
、2
0
2
0
年
４
月
の
供
用
開

始
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、昨
今
、東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
関
連
事
業
や
民
間

投
資
な
ど
に
よ
る
、建
設
工
事
単

価
の
上
昇
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、

国
お
よ
び
自
治
体
が
発
注
す
る
公

共
工
事
に
つ
い
て
は
、入
札
の
不
調

が
急
増
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、交
流
拠
点
施

設
の
整
備
工
事
に
つ
き
ま
し
て
も
、

昨
年
１０
月
と
１１
月
に
２
度
の
入
札

公
告
を
行
い
ま
し
た
が
、い
ず
れ
も

参
加
者
が
な
く
、今
日
ま
で
入
札

が
整
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま

す
。そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、現
設
計

内
容
に
つ
い
て
、よ
り
効
果
的
か
つ

効
率
的
な「
市
民
に
愛
さ
れ
る
施

設
」と
す
べ
く
、見
直
し
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、供
用

開
始
が
予
定
よ
り
も
１
年
遅
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。地
元
の
皆
さ
ま

お
よ
び
市
民
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、確
実
に
2
0
2
1
年
４

月
に
供
用
開
始
が
で
き
ま
す
よ

う
、万
全
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。当
該
設
計
見
直
し

の
内
容
に
つ
い
て
は
、今
後
皆
さ
ま

に
丁て
い

寧ね
い
に
説
明
さ
せ
て
頂
く
所
存

で
す
。

守
山
市
交
流
拠
点
施
設

整
備
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

ハーティー外観
協定締結式の様子

病
児
病
後
児
保
育
ハ
ー
テ
ィ
で
病
気
療
養
中
の

お
子
さ
ま
な
ど
の
保
育
が
受
け
ら
れ
ま
す
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施
政

は
じ
め
に

　
私
は
、
こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
引
き
続
き
４
年
間
、
守
山
市
政
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
就
任
以
来
、「
住
み
や
す
さ
」と「
活
力
」の

２
つ
を
兼
ね
備
え
た「
活
力
あ
る
住
み
や
す

さ
日
本
一
が
実
感
で
き
る
守
山
」の
実
現
を

一
貫
し
て
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
４
年
間
、
ま
た
８
年
間
の
検
証
と
経
験

を
活
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
引

き
続
き
大
切
に
し
、
謙
虚
に
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
市
民
の
幸
せ
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
、
こ
の
守
山
を
、「
活
力
あ
る

住
み
や
す
さ
日
本
一
が
実
感
で
き
る
ま
ち
」

と
す
る
べ
く
、最
重
要
課
題
の「
環
境
施
設
更

新
事
業
」を
は
じ
め
、市
政
の
諸
課
題
の
解
決

な
ら
び
に
公
約
の
実
現
に
向
け
全
身
全
霊
を

傾
け
、
市
政
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
に

取
り
組
む
決
意
で
す
。

　
守
山
市
の
最
大
の
財
産
は
、「
ま
ち
を
良
く

し
た
い
」「
地
域
を
良
く
し
た
い
」と
い
う
強

い
思
い
を
お
持
ち
の
市
民
お
一
人
お
一
人
で

す
。市
民
の
皆
さ
ま
の
お
知
恵
と
お
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
、
ま
た
、
職
員

と
と
も
に
、市
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
や

ま
ち
づ
く
り
に
粉
骨
砕
身
尽
力
し
ま
す
。

　
議
会
と
行
政
が
ま
さ
し
く
車
の
両
輪
と
し

て
、
市
政
課
題
の
解
決
に
と
も
に
取
り
組
む

こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

時
代
認
識

　

　
本
年
５
月
に
は
天
皇
陛
下
の
御
退
位
お
よ

び
皇
太
子
殿
下
の
御
即
位
に
よ
り
、
新
た
な

元
号
と
な
り
、新
た
な
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。

　
日
本
全
体
が
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
た
現

在
で
も
、
守
山
市
は
人
口
増
加
の
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
今
後
、
少
子
高
齢
化
は
確
実
に

進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
虐
待
な
ど
の

報
道
が
絶
え
ま
せ
ん
。
社
会
の
宝
物
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
た
く
ま
し
く
育
つ

よ
う
、
福
祉
・
保
健
・
教
育
な
ど
が
し
っ
か

り
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
経
済
政
策
と
財
政
健
全
化
に
バ
ラ
ン
ス
良

く
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
な
状
況
で
あ
り
、

本
年
１０
月
か
ら
消
費
税
率
が
１０
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、４
月
に
改
正
入
管
法
が
施
行
さ
れ
、

今
後
、
外
国
人
労
働
者
の
増
加
も
想
定
さ
れ

ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
社
会
経
済
情
勢
と
な
っ
て
も
、

市
民
生
活
を
し
っ
か
り
と
守
る
こ
と
が
私
た

ち
の
役
割
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
く
ま
し
い

次
代
を
育
成
し
、
高
齢
と
な
っ
て
も
、
障
害

を
持
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
守
山
を
市

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
創
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
重
点
施
策

環
境
施
設
更
新
事
業
の
推
進

　
昭
和
６０
年
の
稼
働
以
来
、
市
民
全
体
の
ご

み
を
安
定
的
に
処
理
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
地
元
の
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
の
賜
物
と
改
め
て
、
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
環
境
セ
ン
タ
ー
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
平

成
２９
年
１１
月
に
地
元
４
自
治
会
と
の
合
意
を

意
味
す
る
協
定
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
後
、
昨
年
の
９
月
２８
日
に
協
和
エ
ク
シ

オ
・
日
建
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
工

事
請
負
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
後
、
１２
月
に

地
元
４
町
協
議
会
、
本
年
１
月
に
、
速
野
・

中
洲
両
学
区
の
自
治
会
長
会
な
ど
に
お
い
て
、

環
境
施
設
本
体
の
建
設
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

工
事
車
両
通
行
計
画
お
よ
び
建
設
工
事
中
の

環
境
負
荷
対
策
な
ど
を
ご
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
実
施
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
現
場

で
は
、
本
体
施
設
の
基
礎
杭
施
工
箇
所
の
廃

棄
物
層
の
深
度
、
遮
水
層
の
層
厚
お
よ
び
支

持
層
確
認
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
地
元
の
皆
さ
ま
に
進
捗
状
況
を
丁
寧
に

ご
説
明
す
る
な
か
、
平
成
３３
年
１０
月
の
稼
働

に
向
け
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
一
方
、
付
帯
施
設
と
し
て
整
備
す
る
交
流

平
成
31
年
度
施
政
方
針

活
力
あ
る
住
み
や
す
さ
日
本一が
実
感
で
き
る
守
山
の
実
現
を
目
指
し
て

　
３
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
３
月
市
議
会
定
例
会
で
、
市
長
が
述
べ
た
内
容（
概
要
）を
お
伝
え
し
ま
す
。
な
お
、
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

施設全体イメージ図

※
年
度
は
便
宜
上
和
暦（
平
成
）で
表
示
し
て
い
ま
す
。
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拠
点
施
設
に
つ
い
て
は
、
建
設
工
事
単
価
の

上
昇
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
今
日
ま
で
入
札

が
整
わ
ず
、よ
り
効
果
的
で
効
率
的
な「
市
民

に
愛
さ
れ
る
施
設
」と
す
べ
く
、現
設
計
を
見

直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
完
成
が
予
定
よ
り
も
遅
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
当
初
の
計
画
ど
お
り
に
事
業
進
捗
を
図
る

こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
市
民
の
皆
さ
ま
、

ま
た
、
地
元
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
衷
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。　
　

　
ま
ず
は
、
設
計
の
見
直
し
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
見
直
し
の
方
向
性
が
固
ま
れ
ば
、

地
元
に
も
丁
寧
に
説
明
す
る
中
で
、
整
備
に

向
け
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、交
流
拠
点
施
設
が
環
境
学
習
の
拠
点
、

ま
た
、
健
康
増
進
や
交
流
の
拠
点
と
な
る
よ

う
運
営
面
の
検
討
を
併
せ
て
進
め
ま
す
。

柱
１安心

な
子
育
て
環
境
・

次
世
代
育
成
の
推
進

▼
安
心
な
子
育
て
環
境
の
推
進

①
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現

◆
保
育
施
設
な
ど
の
整
備

　

学
校
法
人
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園
に
よ
る「
ふ

る
た
か
虹
の
は
し
保
育
園
」が
４
月
に
開
園

す
る
ほ
か
、
年
度
当
初
に
新
た
に
開
設
さ
れ

る
予
定
の
小
規
模
保
育
所
２
ヵ
所
、
事
業
所

内
保
育
所
１
ヵ
所
を
加
え
、
平
成
３０
年
度
当

初
と
比
較
し
て
約
1
5
0
人
程
度
の
受
入
枠

の
拡
大
が
図
ら
れ
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
る

保
育
需
要
の
一
層
の
増
加
を
見
据
え
、平
成
３２

年
度
に
は
、学
校
法
人
純す

美み

禮れ

学
園
に
よ
る
保

育
士
な
ど
の
人
材
育
成
機
能
を
併
せ
持
つ
定

員
1
2
0
人
規
模
の
認
可
保
育
園
の
開
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
平
成
２7

年
度
当
初
と
比
較
す
る
と
、約
5
4
0
人
分
の

受
入
枠
の
確
保
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

◆
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

　
吉
身
、立
入
が
丘
、速
野
の
３
園
に
加
え
、

新
た
に
守
山
幼
稚
園
で
実
施
し
ま
す
。

◆
保
育
の
人
材
確
保
と
定
着
化

　
公
立
園
で
の
正
規
枠
を
拡
大
し
ま
す
。
民

間
園
で
は
、
新
規
採
用
保
育
士
へ
の
臨
時
給

付
金
や
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
補
助
な
ど
も
活

用
い
た
だ
き
、
保
育
士
の
確
保
に
最
大
限
努

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
人
材

バ
ン
ク
の
取
り
組
み
を
進
め
、
公
民
の
垣
根

を
越
え
た
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

◆
保
育
園
へ
の
入
園

　
低
年
齢
児
で
入
園
希
望
者
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
１０
月
か
ら
の
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
を
控
え
、
特
に
３
歳
児

で
は
保
育
園
の
就
園
率
が
幼
稚
園
を
上
回
る

こ
と
か
ら
、
現
下
の
待
機
児
童
対
策
と
合
わ

せ
、現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
次
期「
子
ど
も

子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
」に
お
い
て
、必
要
な
施

策
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。

　
一
方
で
、
保
護
者
の
方
々
に
は
、
子
育
て

の
第
一
義
的
責
任
は
保
護
者
で
あ
る
と
の
認

識
を
お
持
ち
い
た
だ
く
よ
う
、
子
育
て
支
援

活
動
な
ど
を
通
じ
て
啓
発
を
行
い
、
子
育
て

の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
招
か
な
い
よ
う
取
り

組
む
と
と
も
に
、
就
労
状
況
等
の
入
園
要
件

の
審
査
お
よ
び
就
労
実
態
調
査
も
厳
正
に
行

う
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

◆
学
童
保
育

　
待
機
児
童
が
最
小
限
に
な
る
よ
う
調
整
し

て
い
ま
す
。

②
学
校
生
活
・
学
習
支
援
体
制
の
充
実

　
現
在
、
第
２
期
守
山
市
教
育
行
政
大
綱
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
第
２
期
大
綱
で
は
、
豊
か
な
自
然
や
文
化

に
恵
ま
れ
た
本
市
の
特
性
を
活
か
し
た
教
育

を
推
進
し
、
自
ら
の
人
生
を
た
く
ま
し
く
生

き
抜
く
力
と「
自
立
と
共
生
」の
資
質
を
備
え

た
未
来
を
担
う
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
を

目
指
し
ま
す
。

　
特
に
、
学
校
・
園
で
は
、「
確
か
な
学
力
の

育
成
」、「
豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
抜

く
力
の
育
成
」、「
健
や
か
な
心
身
を
育
む
」を

重
要
な
柱
と
し
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き

抜
く
人
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

◆
少
人
数
学
級

　
小
学
１
～
３
年
生
の
少
人
数
学
級
を
継
続

し
、
小
学
３
年
生
ま
で
に
望
ま
し
い
生
活
習

慣
、
学
習
習
慣
を
身
に
つ
け
、
確
か
な
基
礎

学
力
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

◆
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進

　
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
就
学
児
童
に
専
門

の
支
援
ス
タ
ッ
フ
を
新
規
配
置
す
る
と
と
も

に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
相
談
員
な
ど
を
継

続
配
置
し
ま
す
。

◆
運
営
体
制
の
強
化

　
学
校
の
大
規
模
化
や
生
徒
指
導
、
特
別
支

援
教
育
、
日
本
語
指
導
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
応
し
、
大
規
模
校
加
配
の
増
員
や
支

援
員
の
配
置
、
教
員
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
ま
す
。

③
教
育
環
境
の
充
実

◆
守
山
南
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業

　
平
成
３１
年
度
は
、
主
に
特
別
教
室
が
入
る

校
舎
の
増
改
築
工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

平
成
３２
年
度
に
は
、
給
食
調
理
室
と
第
二
体

育
館
を
合
わ
せ
た
施
設
の
整
備
を
計
画
し
て

お
り
、
現
場
の
先
生
方
と
調
整
を
し
、
基
本

設
計
お
よ
び
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

◆
小
中
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ
化

　
河
西
小
学
校
、
速
野
小
学
校
、
中
洲
小
学

校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
取
り
組
み
、
全
小

中
学
校
の
５０
％
以
上
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

実
現
し
ま
す
。
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◆
中
学
校
給
食
の
実
施

　
守
山
南
中
学
校
は
平
成
３３
年
の
２
学
期
か

ら
、
守
山
中
学
校
、
守
山
北
中
学
校
お
よ
び

明
富
中
学
校
の
３
校
は
、
平
成
３４
年
の
２
学

期
か
ら
の
給
食
開
始
を
目
指
し
、
ま
ず
は
、

施
設
整
備
に
係
る
基
本
設
計
な
ど
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
学
校
給
食
の
良
質
な
運
営
方

法
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
ま
す
。

　
「
お
い
し
い
、
温
か
い
学
校
給
食
」の
提
供

を
目
指
し
、
自
校
方
式
で
整
備
し
ま
す
。

▼
次
世
代
育
成
の
推
進

　
急
激
な
社
会
情
勢
な
ど
の
変
化
に
よ
り
、家

庭
力
の
低
下
や
自
己
肯
定
感
の
低
下
な
ど
、子

ど
も
の
育
ち
を
め
ぐって
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、子
ど
も
の
育
ち
連
携
プ
ロ
ジェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、「
子
ど
も
の
育
ち
連
携
の

今
後
の
取
組
方
針
」を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

◆
新
・
守
山
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
創
造

　
こ
れ
ま
で
の
守
山
版
ネ
ウ
ボ
ラ
を
更
に
発

展
さ
せ
、妊
娠
前
か
ら
学
齢
期
に
わ
た
り
、子

ど
も
が
成
長
す
る
家
庭
や
学
校
園
、地
域
な
ど

に
お
い
て
、
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
、
親
子

の
育
ち
を
切
れ
目
な
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
ネ
ウ
ボ
ラ
面
接
の
徹
底
に
よ
る
き
め
細
や

か
な
相
談
支
援
や
マ
タ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
や
産

後
ヨ
ガ
な
ど
を
通
じ
、
出
産
前
後
の
不
安
を

払
拭
す
る
と
と
も
に
、
地
区
会
館
で
実
施
し

て
い
る「
親
子
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

で
、
保
護
者
が
子
ど
も
と
楽
し
み
な
が
ら
、

実
体
験
を
通
し
て
子
育
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
小
３
～
中
３
の
児
童
生
徒
お
よ
び
保

護
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

◆
全
世
代
型
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
各
学
区
単
位
で
の
実
現
に
向
け
、各
分
野
の

有
識
者
の
意
見
を
聴
き
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

柱
2

高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

▼
高
齢
者
福
祉

◆
施
設
の
整
備

　

荒
見
町
地
先
の
小
規
模
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
が
予
定
よ
り
遅
れ
て
い
ま
す

が
、
本
年
９
月
末
の
竣
工
に
向
け
て
、
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
３１
、
３２
年
度
に
整
備
を
予
定

し
て
い
る
、小
規
模
多
機
能
、認
知
症
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
小
規
模
特
養
の
各
々
１
施
設
に

つ
い
て
、
近
日
中
に
公
募
を
行
う
べ
く
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

　
こ
の
春
か
ら
、
守
山
・
小
津
学
区
を
対
象

と
す
る
、
南
部
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

◆
健
康
寿
命
の
さ
ら
な
る
延
伸

　
守
山
百
歳
体
操
、
健
康
の
び
体
操
の
普
及

を
図
り
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
健
康
寿
命
の
さ
ら
な
る
延
伸
を

目
指
し
ま
す
。

◆
地
域
共
生
社
会
の
実
現

　
各
学
区
社
協
に
配
置
し
て
い
る
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
協
議
体
の
活
動
支
援

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に
よ

る
自
主
的
な
支
え
合
い
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
支
援
し
ま
す
。

▼
障
害
者
支
援
の
充
実

　
地
域
課
題
と
す
る
生
活
介
護
事
業
所
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
な
ど
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
事
業
所
の
運
営
や
職
員
の

人
材
育
成
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
利
用
者

の
受
け
入
れ
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
今
年
６
月
に
川
田
町
地
先
に
移
転
を
予
定

し
て
い
る
湖
南
地
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
す
く
ら
む
」に
つ
い
て
は
、
同
地
に
開

所
予
定
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
一
体
的
な
運

用
を
行
い
、
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
や
ご
家

族
を
支
え
ま
す
。

　

ま
た
、
湖
南
４
市
の
広
域
事
業
と
し
て
、

平
成
３２
年
度
に
重
症
心
身
障
害
者
通
所
施
設

を
草
津
市
内
に
開
設
す
べ
く
準
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
新
た
に
生
活
介
護
事
業
所
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
に
事
業
経
費
と
し

て
家
賃
の
補
助
を
行
い
、
事
業
参
入
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

▼
心
と
体
の
健
康
づ
く
り

◆
生
活
習
慣
病
の
予
防

　
自
ら
が
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
生
活

習
慣
の
改
善
に
つ
な
げ
る
た
め
、
健（
検
）診

の
受
診
率
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
胃
が
ん
検
診
で
は
、
内
視
鏡
検
査
を

導
入
し
、
受
診
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

◆
自
殺
対
策

　
関
係
者
が
有
機
的
な
連
携
を
図
り
、生
き
る

こ
と
の
包
括
的
な
支
援
を
推
進
し
、自
殺
や
自

殺
未
遂
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
守
山

の
実
現
を
目
指
し
、
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

◆
済
生
会
守
山
市
民
病
院

　
新
館
整
備
事
業
に
取
り
組
み
、
平
成
３２
年

４
月
に
県
内
随
一
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
を
有
す
る
新
館
完
成
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
滋
賀
県
済
生
会
で
は
、
既
に
、

リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
医
や
理
学
療
法
士
な
ど
を

確
保
さ
れ
、
必
要
な
医
療
機
器
な
ど
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

▼
生
活
支
援

◆
生
活
困
窮
者
な
ど
へ
の
支
援

　
生
活
困
窮
者
な
ど
が
抱
え
る
複
雑
か
つ
多

健康のび体操
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様
化
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
関
係
機
関

が
連
携
し
た「
生
活
困
窮
者
等
自
立
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
早
期
把

握
、
早
期
支
援
に
努
め
、
自
立
に
向
け
た
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
子
ど
も
の
貧
困
対
策

　

家
庭
児
童
相
談
な
ど
の
相
談
業
務
や
学

校
・
園
を
は
じ
め
と
し
た
幅
広
い
観
点
か
ら

の
貧
困
の
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

学
習
支
援
事
業
や
子
ど
も
食
堂
の
支
援
な
ど
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
貧
困
の
連

鎖
を
断
ち
切
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

▼
地
域
交
通
の
取
り
組
み

　
路
線
バ
ス
の
維
持
・
充
実
を
基
本
に
、
地

域
交
通
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
守
山
市

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
す
る
な

か
、
引
き
続
き
、
持
続
可
能
な
地
域
交
通
の

活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
高
齢
者
お
で
か
け
パ
ス
推
進
事
業
は
、
販

売
金
額
を
月
2
、0
0
0
円
に
変
更
し
、利
用

促
進
を
計
っ
た
結
果
、
多
く
の
市
民
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。平
成
３１
年
度
は
、

６
ヵ
月
パ
ス
を
１
０
、０
０
０
円
と
す
る
な

ど
、
引
き
続
き
、
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
定
額
定
期
券
に
よ
る
通
学
者
バ
ス
利
用
促

進
事
業
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
学
生
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
、
引
き
続
き
、
取
り
組

み
ま
す
。

◆
も
ー
り
ー
カ
ー

　
当
日
予
約
制
の
導
入
や
特
定
目
的
地
お
よ

び
乗
降
場
所
の
見
直
し
、
図
書
館
や
市
役
所

に
つ
い
て
は
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
利
用
を
可

能
と
す
る
な
ど
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

柱
3

活
力
あ
る
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り

▼
地
方
創
生
に
よ
る
し
ご
と
づ
く
り

　
「
守
山
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」に
基
づ
き
、「
し
ご
と
」に
重
点
を
置
い

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◆
企
業
誘
致

　
本
市
の
強
み
で
あ
る
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
や
災
害
の
少
な
さ
を
活
か
し
、
マ
ザ
ー
工

場
や
研
究
所
な
ど
の
高
付
加
価
値
型
企
業
を

中
心
に
誘
致
を
進
め
ま
す
。
今
後
も
、
市
内

外
の
企
業
や
金
融
機
関
な
ど
へ
の
訪
問
活
動

を
実
施
し
、
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援

　
守
山
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、
市
内
企
業

の
状
況
把
握
、
経
営
支
援
に
努
め
ま
す
。
新

規
創
業
者
に
、「
し
ご
と
は
じ
め
支
援
協
議

会
」を
通
じ
て
、創
業
支
援
を
行
い
ま
す
。ま

た
、「
起
業
家
の
集
ま
る
ま
ち
」を
目
指
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
ま
す
。さ
ら
に
、

既
存
企
業
が
抱
え
る
課
題
や
取
り
組
み
な
ど

の「
話
し
合
い
の
場
」と
な
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
創
設
し
、
企
業
の
課
題
解
決
が

図
れ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

◆
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

　
軽
減
税
率
な
ど
の
運
用
の
周
知
は
も
と
よ

り
、
市
内
経
済
の
反
動
減
対
策
な
ど
に
つ
い

て
商
工
会
議
所
な
ど
と
連
携
し
て
検
討
を
進

め
ま
す
。

▼
地
域
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

◆
駅
前
周
辺
の
整
備

　
建
築
物
の
建
て
詰
ま
り
な
ど
に
対
し
、「
高

度
地
区
」の
都
市
計
画
決
定
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
構
想
段
階
で
の
届
出
に
よ

り
、近
隣
紛
争
を
未
然
に
防
止
し
、市
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
に
適
合
し
た
土
地
利
用
を
促

す「（
仮
称
）守
山
市
共
同
住
宅
な
ど
に
係
る
ま

ち
づ
く
り
調
整
条
例
」の
制
定
を
進
め
ま
す
。

◆�

守
山
銀
座
ビ
ル
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開

発
事
業

　
西
棟
が
４
月
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
、
５
月
に

全
体
オ
ー
プ
ン
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
東

棟
を
含
め
た
全
体
の
工
事
竣
工
は
平
成
３１
年

冬
を
予
定
さ
れ
、
春
に
は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
さ
れ
ま
す
。
本
事
業
に
あ
わ
せ
て
、
歩

道
改
良
な
ど
の
周
辺
整
備
工
事
に
取
り
組
み

ま
す
。
銀
座
再
開
発
事
業
を
き
っ
か
け
に
、

駅
前
全
体
が「
健
康
商
店
街
」と
し
て
、「
健

康
」を
テ
ー
マ
に
各
店
舗
の
連
携
し
た
取
り

組
み
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
繋
が
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

◆�

市
民
交
流
ゾ
ー
ン
お
よ
び
レ
イ
ン
ボ
ー

ロ
ー
ド
沿
い

　
地
区
計
画
に
よ
る
秩
序
あ
る
整
備
を
促
進

し
、
魅
力
あ
る
空
間
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、「
守
山
市
地
区
計
画
な
ど
の
案
の
作
成
手

続
き
に
関
す
る
条
例
」の
改
正
案
を
今
議
会

に
提
案
し
て
い
ま
す
。

◆
市
街
化
調
整
区
域
の
地
区
計
画

　
地
域
の
提
案
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
推
進

し
ま
す
。

◆
三
世
代
同
居
促
進

　
三
世
代
が
互
い
に
助
け
合
え
る
住
環
境
の

形
成
を
支
援
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
、
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
自
転
車
施
策

　
「
ビ
ワ
イ
チ
」の
拠
点
と
す
る
環
境
整
備
と

し
て
、
民
間
主
体
の
投
資
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。「
自
転
車
版
道
の
駅
構
想
」に
つ
い
て
は
、

現
在
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

行
っ
て
お
り
、
調
査
結
果
を
と
り
ま
と
め
た

う
え
で
、
今
後
の
方
向
性
を
見
定
め
ま
す
。

　
自
転
車
新
文
化
推
進
協
議
会
と
の
市
民
参

加
型
イ
ベ
ン
ト
や
自
転
車
購
入
の
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
事
業
と
し
て
、
ビ

ワ
イ
チ
バ
ス
ツ
ア
ー
、漁
船
タ
ク
シ
ー
、国
・

県
・
市
町
・
民
間
企
業
と
の
連
携
、
今
治
市
、

尾
道
市
、
淡
路
島
な
ど
と
の
広
域
連
携
を
強

化
し
、
一
層
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
取
り
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組
み
ま
す
。

▼
農
水
産
業
の
振
興

◆
農
業
の
振
興

　
さ
ら
な
る
新
規
就
農
者
の
確
保
と
農
業
経

営
の
安
定
化
の
た
め
、
メ
ロ
ン
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
、「
野
菜
栽
培
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス
」を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
担
い
手
と
な
る
認
定
農
業
者
お
よ

び
集
落
営
農
法
人
の
育
成
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、モ
リ
ヤ
マ
メ
ロ
ン
や
ナ
シ
、ブ
ド
ウ
、

バ
ラ
を
は
じ
め
、
イ
チ
ゴ
、
矢
島
か
ぶ
ら
な

ど
の
守
山
産
野
菜
・
果
物
な
ど
の
特
産
物
の

Ｐ
Ｒ
や
販
路
拡
大
、
６
次
産
業
化
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

◆
漁
業
の
振
興

　

県
の「
琵
琶
湖
漁
業
再
生
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
よ
る
水
草
除
去

や
ホ
ン
モ
ロ
コ
仔し

魚ぎ
ょ
・
二
ゴ
ロ
ブ
ナ
仔
魚
の

水
田
へ
の
放
流
に
加
え
、
漁
業
者
な
ど
に
よ

る
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
な
ど
、

在
来
魚
の
資
源
の
回
復
と
漁
場
の
再
生
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
琵
琶
湖
産
魚
介
類
の
消

費
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま

す
。▼�

琵
琶
湖
・
赤
野
井
湾
の
環
境

　
改
善
と
環
境
学
習
都
市
の
推
進

◆
環
境
改
善

　
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
は
、
本
市
に
存

し
た
大
部
分
は
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
赤
野
井
湾
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
赤
野
井
湾
の
環
境
改

善
の
取
り
組
み
を
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

進
め
ま
す
。

◆
環
境
学
習
都
市
の
推
進

　
一
昨
年
１０
月
に
制
定
し
た
環
境
学
習
都
市

宣
言
を
契
機
と
し
、
地
域
や
各
種
団
体
、
企

業
、
学
校
園
な
ど
の
環
境
学
習
を
促
進
し
、

環
境
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

１１
月
に
は
、
市
民
を
対
象
と
し
た
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

◆
ご
み
の
分
別

　
新
環
境
施
設
稼
働
後
に
、
ご
み
の
分
別
方

法
を
変
更
し
ま
す
。
明
確
な
分
別
区
分
お
よ

び
収
集
体
制
・
収
集
袋
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
、
平
成
３１
年
度
中
を
目
途
に
次
期
一

般
廃
棄
物（
ご
み
）処
理
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
す
。
平
成
３２
年
度
か
ら
新
環
境
施
設
稼
働

開
始
の
平
成
３３
年
１０
月
に
、
新
た
な
ご
み
分

別
方
法
の
周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。

▼
地
域
力

　
「
わ
」で
輝
く
自
治
会
応
援
報
償
事
業
に
よ

り
持
続
可
能
な
自
治
会
活
動
の
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
自
治
会
活
動
拠
点
と
な
る
自
治

会
館
の
建
替
え
や
改
修
な
ど
の
支
援
措
置
を

充
実
し
ま
す
。

▼�

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

ま
ち
づ
く
り

◆
図
書
館

　
昨
年
１１
月
、
新
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、自

ら
の
知
識
や
情
報
の
習
得
と
と
も
に
、さ
ま
ざ

ま
な
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
知
の
拠

点
と
し
て
、
さ
ら
に
発
展
、
充
実
さ
せ
ま
す
。

◆�

ル
シ
オ
ー
ル
・
ア
ー
ト
・
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　
５
月
１１
日
、
１２
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
各
会
場
で
コ
ン
サ
ー
ト
や
芸
術
体
験

な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

　
市
長
部
局
に
国
際
・
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

準
備
室
を
設
置
し
、
必
要
と
な
る
組
織
体
制

を
整
え
、
準
備
を
進
め
ま
す
。
と
り
わ
け
、

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
ま
し
て
は
、
昨

年
に
中
央
競
技
団
体
か
ら
施
設
整
備
に
つ
い

て
指
摘
を
受
け
、
今
後
、
財
政
面
に
十
分
配

慮
し
つ
つ
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
計
画
を
策

定
し
、
必
要
な
整
備
を
行
い
ま
す
。

◆
文
化
財
の
保
存
整
備

　
伊
勢
遺
跡
に
つ
い
て
、
文
化
庁
の
承
認
を

得
て
、
昨
年
８
月
に「
史
跡
伊
勢
遺
跡
整
備

基
本
計
画
書
」を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。今

後
、
当
該
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

▼
市
制
施
行
５０
周
年

　
来
年
、
市
制
施
行
５０
周
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
ま
す
。

　
昨
年
１２
月
に
、
市
内
各
種
団
体
の
代
表
者

か
ら
な
る「
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業
推

進
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
、現
在
、記
念
事
業

に
つ
い
て
企
画
・
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

柱
4

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

▼
防
災
対
策
の
強
化

　
近
年
の
自
然
災
害
や
人
的
災
害
な
ど
を
踏

ま
え
、
防
災
の
基
本
で
あ
る
自
助
、
共
助
、

公
助
の
連
携
に
よ
る
防
災
・
減
災
の
取
り
組

み
を
一
層
推
進
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
消
防
団

　
全
分
団
の
参
加
に
よ
る
消
防
操
法
訓
練
披

図書館
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露
会
の
訓
練
部
分
に
費
用
弁
償
を
支
給
し
、

一
層
の
組
織
体
制
の
充
実
に
よ
り
、
災
害
な

ど
へ
の
備
え
を
強
化
し
ま
す
。

◆
災
害
時
の
避
難

　
広
く
、
正
確
に
情
報
を
お
伝
え
し
、
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
が
利
用
さ
れ
ま
す
要
配
慮

者
利
用
施
設
で
の
避
難
確
保
計
画
の
作
成
お

よ
び
訓
練
の
実
施
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
の
充
実

に
向
け
、
引
き
続
き
、
支
援
・
推
進
し
ま
す
。

▼
防
犯
対
策

　
守
山
サ
イ
ク
ル
ポ
リ
ス
に
よ
る
啓
発
活
動

な
ど
を
守
山
警
察
署
と
連
携
し
て
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

▼�

信
頼
さ
れ
る
安
全
安
心
な
都
市

イ
ン
フ
ラ
の
整
備

　
９
月
１５
日
に
野
洲
川
放
水
路
通
水
４０
周
年

記
念
事
業「
い
の
ち
を
守
る
自
主
防
災
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、適
切
な

維
持
管
理
な
ど
に
よ
り
、
良
好
な
都
市
イ
ン

フ
ラ
を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

◆
国
県
事
業
お
よ
び
道
路
事
業

　
国
道
８
号
線
野
洲
栗
東
バ
イ
パ
ス
、
片
岡

栗
東
線
の
４
車
線
化
、
湖
南
幹
線
の
北
伸
な

ど
の
道
路
事
業
、
ま
た
、
新
守
山
川
整
備
お

よ
び
天
神
川
バ
イ
パ
ス
整
備
な
ど
の
促
進
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
通
学
路
の
安
全
確
保
対
策
に
引
き

続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
駅
前
周
辺
の
渋

滞
解
消
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

大
門
野
尻
線
に
つ
い
て
J
R
琵
琶
湖
線

ア
ン
ダ
ー
部
に
関
す
る
工
事
協
定
を
J
R
西

日
本
と
結
び
、
平
成
３８
年
度
の
完
成
を
目
標

と
し
て
、
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
低
木
剪

定
や
除
草
回
数
を
増
や
す
な
ど
の
拡
充
を
行

い
ま
す
。

◆
河
川
・
水
道
事
業

　
護
岸
改
修
や
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
洲
本
配
水
場
の
耐
震
化
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、
上
下
水
道
管
の
耐
震
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

◆
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
、撤
去
の
補
助
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
事
業
促
進
を
図
り
ま
す
。

▼
新
庁
舎
の
整
備

　
「
新
庁
舎
整
備
基
本
計
画（
案
）」に
つ
い
て

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
す
る
と
と

も
に
、
計
８
回
の
市
民
説
明
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。今
後
、こ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
を
反
映
す
る

な
か
、
今
年
度
内
に
基
本
計
画
を
取
り
ま
と

め
、
平
成
３１
年
度
に
は
、
基
本
設
計
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
を
実
施
し
、
設
計
業
者
を

決
定
す
る
中
で
、
基
本
設
計
に
着
手
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営

◆
財
政
規
律
の
順
守

　
今
後
、
環
境
セ
ン
タ
ー
の
更
新
、
新
庁
舎

整
備
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
、
市
債
発

行
に
よ
る
公
債
費
が
増
加
し
ま
す
。

　
ま
た
、
扶
助
費
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
お
り
、財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
第
４
次
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

「
選
択
と
集
中
」や「
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
」

に
よ
る
事
業
・
施
策
の
重
点
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革
と
歳
入
確
保

策
に
つ
い
て
、
守
山
市
行
政
経
営
改
革
委
員

会
で
議
論
い
た
だ
き
、
進
め
ま
す
。

◆
歳
入
の
確
保

　
積
極
的
に
国
県
補
助
金
を
確
保
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
市
税
な
ど
の
収
納
強
化
を
進

め
ま
す
。

◆
情
報
提
供

　
広
報
、
お
で
か
け
市
長
室
、
市
政
報
告
会

な
ど
を
通
じ
て
、
市
政
の
課
題
お
よ
び
解
決

の
方
向
性
な
ど
を
情
報
提
供
し
ま
す
。

◆
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　
市
職
員
の
不
祥
事
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い

よ
う
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
を
常
に
意
識
し
、
二
度
と
同
じ
過
ち

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
繰
り
返
し
倫
理
の
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

▼
人
づ
く
り

◆
人
づ
く
り
構
想

　

①
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た「
た
く
ま
し

い
子
ど
も
た
ち
」の
育
成
、②
高
齢
者
な
ど
が

元
気
で
活
躍
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
、
③
自

治
会
活
動
、
市
民
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
の
担
い
手
育
成
・
養
成
、
④「
我
が

事
・
ま
る
ご
と
」に
よ
る
支
え
合
い
・
互
助
を

ベ
ー
ス
と
し
た
社
会
づ
く
り
、
⑤
雇
用
環
境

や
創
業
・
起
業
に
よ
る
若
者
が
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ま
ず「
人
づ
く
り
構
想
」の
策

定
に
取
り
組
み
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
展
開
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

◆
職
員
の
育
成

　
現
場
主
義
を
実
践
し
、
全
国
の
先
進
事
例

に
直
接
触ふ

れ
る
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、

滋
賀
県
研
修
セ
ン
タ
ー
の
課
題
解
決
プ
ロ
グ

ラ
ム
へ
の
職
員
派
遣
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

民
間
の
講
師
を
招し
ょ
う

聘へ
い

す
る
管
理
職
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上
研
修
を
実
施
し
ま

す
。

◆
働
き
方
改
革

　
職
員
の
時
間
外
勤
務
に
上
限
時
間
を
設
け
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
実
践
に
取
り
組
み

ま
す
。
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人と水と歴史が
つながる生

き
成
な
りのまち

………………………………
　新守山川触

ふ
れ合い環境整

備プロジェクトの新守山川
で魚つかみ大会❽、水に育ま
れた小津の文化発見プロ
ジェクトの小津まちかど
ウォーク❾

小津学区
自然・歴史・文化を
次世代につなげるまち
………………………………
　ホタルを守ろうプロジェク
トで行ったホタルの幼虫放流
❺、歴史伝統中山道プロジェ
クトで作成した中山道カレン
ダー❻、祭りだ！わっしょいプ
ロジェクトでのイベント・たか
らもの看板作製の様子❼

吉身学区
人がつながり、
自然と歴史を大切にするまち
………………………………
　自治会魅力向上プロジェ
クトのわがまちミーティング
❶、守山の歴史・伝統文化再
発見プロジェクトが作成した
中山道マップ❷、ＪＲ東側活
性化プロジェクトの会議風
景❸、水とホタルから輝くプ
ロジェクトで行っているホタ
ルの幼虫の世話活動❹

守山学区

❽

❾ ❻ ❹

❶❸

❷

❼

❺

⓬

❿

⓫

⓮⓯

　
平
成
２６
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
守
山
ま
る
ご
と
活
性
化
プ
ラ
ン
。そ
れ
ぞ
れ
の
学
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
５
年
間
で
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

問
地
域
振
興
・
交
通
政
策
課　
☎（
５
８
２
）１
１
６
５　
5（
５
８
２
）０
５
３
９

自
分
た
ち
の
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

守
山
ま
る
ご
と
活
性
化
プ
ラ
ン
の
５
年
間
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野洲川とともに生き、
野洲川とともに栄えるまち
～心が通い合う「和

なご
む」まち～

………………………………
　野洲川河川敷・伏流水再
生プロジェクトで行った野洲
川バードウォッチング �、
みんな集まれ！中洲にぎわい
活力創出プロジェクトの梨
の皮むき大会�、農業を元
気にするプロジェクトの芋煮
出店�、安心して暮らせる公
共交通を考えるプロジェクト
によるもーりーカー提案書
の提出�

中洲学区
受け継いできた自然・風土と
未来を見つめる人が主役のまち
～守山の北玄関（仮称）

速野まるごと博物館～
………………………………
　守山の北の玄関おもてな
しプロジェクトのポケット
パークの植栽⓲、（仮称）速
野まるごと博物館プロジェ
クトのふれあいウォーク
⓳、びわこ地球市民の森い
きいきプロジェクトの四季
桜植樹⓴、大川周辺の自然
環境保全＆環境学習推進プ
ロジェクトの大川自由研究
室�、ふるさとの文化を見
つめなおし守ろうプロジェ
クトのふるさと紹介のつど
い�、みんなで考えよう速
野の未来プロジェクト

速野学区
「人をつなぐ」
「四季をつなぐ」
「たからものをつなぐ」
未来につながるまちづくり
………………………………
　野洲川・法竜川・里川の

「水辺空間」満喫プロジェク
トのふれあい花

か
壇
だん

開園式
⓮、近江妙蓮活用プロジェ
クトが企画した近江妙蓮記
念切手⓯、河西の「身近な魅
力」情報発信プロジェクト
で行った歩こう会⓰、河西
のみんなで「つながる」プロ
ジェクトで行ったどろんこ
あそび大会⓱、健やか・安
心・快適な生活環境創出プ
ロジェクト

河西学区
玉津の伝統文化を活かし、
先人の暮らしの知恵を
子どもたちに引き継ぐまち
………………………………
　諏訪家屋敷をはじめとす
る玉津の歴史・伝統文化活性
化プロジェクトの舞台の諏訪
家屋敷❿、赤野井湾プロジェ
クトの赤野井湾クリーン作戦
⓫、食の地産地消推進プロ
ジェクトの地元野菜販売⓬、
玉津ホタル祭り・イベント推
進プロジェクトのホタル学習
会⓭、定住促進プロジェクト

玉津学区

� ⓭

⓰

⓱

⓲

⓳

⓴

��

�

�

�
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江
戸
情
緒
残
る
、
復
元
さ
れ
た
市
文
化
財

大お
お

庄じ
ょ
う

屋や

諏す

訪わ

家け

屋や

敷し
き

　
江
戸
時
代
後
期
に
建
築
さ
れ
た
庄
屋
屋
敷
で
、
主お

も
屋や

、

書
院
な
ど
の
建
築
物
と
趣お

も
む
き

が
異
な
る
二
つ
の
庭
園
を
有

し
て
お
り
、優
れ
た
歴
史
空
間
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
昭
和
５２
年
に
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

諏
訪
家
当
主
か
ら
市
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に

整
備
を
進
め
、
昨
年
７
月
に
開
館
、
新
た
な
地
域
資
源
・

観
光
資
源
と
し
て
、市
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る

施
設
に
な
り
ま
し
た
。

　

敷
地
内
の
池ち

泉せ
ん

回
遊
式
庭
園
に
は
琵
琶
湖
に
通
じ
る

水
門
が
残
さ
れ
て
お
り
、
舟
で
の
物
資
や
人
の
往
来
が

盛
ん
で
あ
っ
た
往
時
の
姿
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日本遺産「琵琶湖とその水辺の景観 ー祈りと暮らしの水遺産」として認定されている、市内４つの文化財やスポットをシリーズで紹介します。

日本
遺産
in 守山

かつて諏訪家屋敷と琵琶湖への水路をつないでいた水門

　
大
庄
屋
諏
訪
家
屋
敷
に
は
貴
重
な
文

化
財
を
保
護
し
て
い
く
と
と
も
に
、地
域

資
源
と
し
て
活
用
し
、市
民
や
観
光
客
を

誘
致
す
る
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ
り

ま
す
。

　

文
化
財
と
し
て
江
戸
情
緒
の
醍
醐
味

を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
う
一
方
で
、

来
館
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
も
模
索
中
で
す
。

　
平
成
３１
年
度
は
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く

さ
ん
の
企
画
で
、守
山
の
新
し
い
名
所
と

し
て
た
く
さ
ん
の
人
の
に
ぎ
わ
い
を
創

出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

☎ （
5
1
6
）8
1
6
0

大
庄
屋
諏
訪
家
屋
敷

三み

品し
な�
長ち

ょ
う

治じ

館
長
の
コ
メ
ン
ト

　
前
回
の
ア
ー
ト
コ
ラ
ム
で
取
り
上
げ
た「
教
育
普
及
活
動
」。
子
ど

も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
次
の
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
芸
術
に
触ふ

れ
て
も
ら
う
取
り
組
み
は
、
全
国
各
地
の

美
術
館
・
博
物
館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
佐
川
美
術
館
で
も
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
毎
年
、「
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
全
国
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
対
象
に「
心
に
残
っ
た
思
い
出

や
出
来
事
」を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
画
作
品
を
募
る
コ
ン
ク
ー
ル
も
、今

年
で
１０
回
目
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
東
は
宮
城
県
か
ら
西
は
長
崎

県
ま
で
全
国
各
地
の
お
子
さ
ま
か
ら
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
そ
の
数

1
、8
7
5
点
に
上
り
ま
し
た
。

　
３
月
２４
日（
日
）ま
で
、
大
賞
、
館
長
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
に
選
ば

れ
た
合
計
7５
点
の
作
品
を
特
別
展
示
室
で
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
美
術
品
が
展
示
さ
れ
る
特
別
展
示
室
に
自
分
の
作
品
が

飾
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
れ
を
機
に
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま

が
い
る
皆
さ
ま
も
、
来
年
の
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
を
目

指
し
て
絵
画
に
親
し
ま
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
会
場
を
訪
れ
た
受
賞
者
に
美
術
館
ス
タ
ッ
フ
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

す
る
と
、
少
し
照
れ
な
が
ら
も
作
品
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

語
っ
て
く
れ
ま
す
。
夏
休
み
に
ご
家
族
で
沖
縄
へ
旅
行
に
行
き
、
巨

大
な
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
を
み
た
時
の
感
動
を
絵
に
し
た
と
い
う
人
や
、

秋
の
運
動
会
で
一
生
懸
命
に
大
玉
こ
ろ
が
し
を
が
ん
ば
っ
た
自
分
の

姿
を
描
い
た
と
い
う
お
子
さ
ま
も
。「
細
か
い
線
を
た
く
さ
ん
描
く
の

に
大
変
だ
っ
た
」な
ど
、作
品
に
つ
い
て
語
る
小
さ
な
画
伯
た
ち
の
姿

は
、
ど
こ
か
誇
ら
し
く
、
そ
の
成
長
ぶ
り
を
嬉
し
く
見
守
る
ご
家
族

の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

アートコラム⑲
佐川美術館

小
さ
な
画
伯 公

益
財
団
法
人
佐
川
美
術
館

学
芸
員
：
藤ふ

じ
井い 

康や
す

憲の
り

（
赤
野
井
町
）
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世
界
中
の
海
と
同
じ
く
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
な

ど
が
琵
琶
湖
で
も
問
題
と
な
り
、平
成
３１
年
度
か
ら

県
が
赤
野
井
湾
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
実
態
調
査

を
実
施
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
赤
野
井
湾
が
モ
デ
ル
地
域
と
な
っ
た
背
景
に
は
、

水
環
境
の
改
善
を
市
民
全
体
の
課
題
と
位
置
付
け

る
赤
野
井
湾
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
流
域
住
民
の

環
境
活
動
と
い
っ
た
働
き
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

　
赤
野
井
湾
に
流
れ
込
む
ご
み
を
食
い
止
め
、美
し

い
か
つ
て
の
琵
琶
湖
を
未
来
に
残
し
て
ゆ
く
た
め

に
、
私
た
ち
が
で
き
る
事
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

法竜川法竜川

三反田川三反田川

天神川天神川

金田井川金田井川 守山川守山川

新守山川新守山川山賀川山賀川

堺川堺川

市民運動公園市民運動公園
玉津小学校玉津小学校

小津小学校小津小学校

赤野井湾赤野井湾
もりやま芦刈園もりやま芦刈園

レインボーロードレインボーロード

河西小学校河西小学校

浜
街
道

浜
街
道

湖
南
街
道

湖
南
街
道

すこやか通りすこやか通り

●

●

●

●

●湖
岸
道
路

湖
岸
道
路

昭和40年頃の赤野井湾�魞（えり）遊び（提供／えり市）

未来の守山を考える特集

水はまちを流れて
赤野井湾にそそぐ

赤野井湾には市内の8河川（堺川、山賀川、新守山川、守山川、金田井川、天
神川、三反田川、法竜川）が流入しており、流域面積は市域の8割にのぼります

略図
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田た

中な
か�

善よ
し

秋あ
き

さ
ん（
赤
野
井
町
）

玉
津
・
小
津
漁
業
協
同
組
合 

組
合
長

　

赤
野
井
湾
で
漁
師
を
し
て
い
た
祖
父
の
背
中
を
見

て
育
ち
ま
し
た
。
記
憶
の
中
に
あ
る
美
し
い
水
と
た
く

さ
ん
の
魚
が
い
た
湾
の
姿
を
昔
話
に
し
な
い
た
め
に
、

環
境
悪
化
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
と
戦
い
な

が
ら
、
新
し
い
漁
の
模
索
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

マ
ザ
ー
レイ
ク
を
守
る
誇
り

身
近
な
水
辺
で
手
伝っ
て

毎
日
見
る
湾
だ
か
ら
気
付
く

真っ
白
に
見
え
た
湖
底
の
異
変

懐
か
し
い
記
憶
に
立
ち
塞ふ

さ
が
る

水
環
境
の
問
題
と
戦
い
続
け
て

　
信
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
私
が
子
ど
も
の
頃
の
赤
野
井
湾

の
水
は
飲
め
る
ほ
ど
き
れ
い
で
、
湾

に
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
魞え
り

が
立

ち
、
波
の
穏
や
か
な
春
先
に
は
多
く

の
魚
が
産
卵
に
来
て「
赤
野
井
湾
に

魚
島
が
で
き
る
」と
ま
で
言
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
そ
れ
を
昔
話
で
は
な
く
、

未
来
の
赤
野
井
湾
の
姿
に
し
た
い
と

思
い
描
い
て
、
環
境
問
題
と
戦
っ
て

い
ま
す
。

　
昭
和
５２
年
に
琵
琶
湖
で
赤
潮
が
発

生
し
た
頃
か
ら
水
質
が
悪
化
し
て
き

ま
し
た
。
外
来
魚
が
増
え
、
水
草
が

繁は
ん

茂も

し
て
漁
船
の
航
行
に
も
支
障
が

出
る
ほ
ど
で
、
漁
師
は
外
来
魚
の
駆

除
や
水
草
の
除
去
が
仕
事
の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち
赤

野
井
町
の
自
治
会
や
住
民
も
湖
岸
や

流
域
を
流
れ
る
河
川
な
ど
で
美
化
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
琵
琶
湖
と
赤
野
井
湾
で
起
き
て
い

る
問
題
の
要
因
は
一
つ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
出
る
度

に
、
漁
師
や
行
政
、
市
民
が
立
ち
上

が
り
懸
命
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

下
水
整
備
な
ど
都
市
環
境
も
整
い
、

少
し
ず
つ
水
質
の
改
善
が
見
ら
れ
る

一
方
、
外
来
植
物
の
繁
茂
や
自
然
に

還
ら
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
湖

底
へ
の
堆た
い
積せ

き
な
ど
新
た
な
問
題
が
表

面
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
琵
琶
湖
や
赤
野
井
湾
は
み
ん
な
の

も
の
で
す
が
、
毎
日
湾
の
風
景
を
見

て
い
る
住
民
だ
か
ら
分
か
る
事
、
船

で
漁
に
出
る
私
た
ち
だ
か
ら
分
か
る

事
が
あ
り
ま
す
。

　
水
質
の
極
端
な
悪
化
は
見
ら
れ
て

い
な
い
の
に
、
そ
れ
ま
で
僅わ
ず

か
な
が

ら
見
る
事
の
で
き
た
シ
ジ
ミ
な
ど
の

生
き
物
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
事
が
あ
り
、
関
係
者
は
首
を

傾か
し

げ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
漁
師
は
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ

キ
ン
バ
イ
の
除
去
巡
回
な
ど
に
出
て

い
て
、
泥
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が

混
ざ
り
合
い
、
湖
底
が
真
っ
白
に
見

え
る
事
に
気
付
き
ま
し
た
。
環
境
活

動
の
関
係
者
が
こ
の
情
報
を
共
有
し

た
事
が
、
湖
底
ご
み
の
撤
去
作
業
の

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

鈴
鹿
に
降
っ
た
雨
や
雪
は
川
へ
、

湾
へ
と
流
れ
込
ん
で
い
き
ま
す
。
私

た
ち
流
域
住
民
の
力
で
で
き
る
の
は
、

川
だ
け
で
な
く
自
分
の
住
ん
で
い
る

家
の
周
り
や
ま
ち
を
き
れ
い
に
保
つ

事
。
川
を
大
切
に
し
て
少
し
で
も
琵

琶
湖
に
注
ぐ
前
に
ご
み
を
除
去
す
る

事
で
す
。

　
市
内
の
上
流
域
に
あ
る
自
治
会
で

子
ど
も
た
ち
が
川
遊
び
や
魚
つ
か
み
、

ホ
タ
ル
観
賞
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
主

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
里
中
の
川
が
き

れ
い
に
な
っ
て
き
た
証あ
か
し

で
す
。

　
川
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
ど

も
も
大
人
も
川
の
環
境
に
関
心
を
持

つ
事
に
つ
な
が
り
、
良
い
循
環
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の

協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
私
は
漁
師
な
の
で
、
生
き
物
や
魚

で
に
ぎ
や
か
な
赤
野
井
湾
に
戻
す
事

が
一
番
の
理
想
で
す
。

　
少
し
で
も
美
し
く
な
っ
た
琵
琶
湖

で
、
南
湖
の
沖
合
に
は
鮎あ
ゆ

が
泳
ぎ
、

赤
野
井
湾
に
真
珠
や
ウ
ナ
ギ
が
育
つ

と
い
う
よ
う
な
、
環
境
に
合
っ
た
新

し
い
時
代
の
漁
業
を
確
立
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
近
畿
の
水
が
め
と
言
わ
れ
る
琵
琶

湖
を
愛
し
、
下
流
の
人
に
安
全
に

飲
ん
で
も
ら
え
る
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
の

水
を
守
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
、

毎
日
の
生
活
を
し
て
い
こ
う
と
心
に

決
め
て
い
ま
す
。

湖
と
共
に
暮
ら
し
て

赤
野
井
湾
の
物
語
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　東京の料亭などに
出荷される良質のウ
ナギや湖国の郷土料
理に欠かせないフナ
などが赤野井湾の主
な恵みです。
　漁業組合では湖国
特産の「BIWAパール」
として一時は衰退し
ていた真珠養殖も手
掛けています。

赤野井湾は豊かな恵みをもたらす

漁師たちの
地道な取り組み
　赤野井湾の漁師の仕事は様変わりし
ています。ウナギやコイ、フナなどを
捕る昔ながらの漁ももちろんしていま
すが、ブルーギルやブラックバスなど
の外来魚駆除、外来植物のオオバナミ
ズキンバイやオオカナダモの除去活動
などの仕事が増えています。
　数年前からは、漁場で見かけたレジ
袋など浮遊ごみの回収運動も行ってい
ます。

❶�赤野井湾に出て刺し網漁を
する漁師

❷�早朝から刺し網を回収する
様子

❸�ショッカー（電流）を使って
ブルーギルなどの外来魚を
駆除

❹�オオバナミズキンバイ除去
の様子。油断すると流れてき
たわずかな茎や葉からすぐ
に再生してしまう

❶

❷

❸

❹

イケチョウガイから
取れるBIWAパール湖の幸が並ぶ屋形船の船内

子持ちのフナで漬
けた鮒（ふな）寿司
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水
辺
は「
守
る
べ
き
場
所
」

未
来
に
誇
れ
る
赤
野
井
湾
を

夢
は
同
じ「
赤
野
井
湾
の
再
生
」

活
動
団
体
で
プ
ロ
ジェ
ク
ト
結
成

団
体
の
連
携
が
大
き
な
力
に

大
規
模
な
実
践
活
動
を
実
現

環
境
学
習
都
市
宣
言
の
ま
ち

赤
野
井
湾
再
生
へ一つ
に
な
る

杉す
ぎ

本も
と�

聡さ
と
し

さ
ん・小こ

林ば
や
し�

慶け
い

治じ
さ
ん（
左
）

　

赤
野
井
湾
は「
汚お

濁だ
く

の
進
ん
だ
水

域
」と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
漁
業
者
に
と
っ
て
は
生
活
の
糧か
て

、市

内
の
環
境
団
体
に
と
っ
て
は
地
域
の

宝
、
行
政
に
と
っ
て
は
環
境
資
源
と
、

そ
れ
ま
で
個
別
に
活
動
し
て
い
た
人

た
ち
が「
美
し
く
生
命
に
溢あ
ふ

れ
て
い

た
赤
野
井
湾
を
取
り
戻
し
た
い
」と

い
う
同
じ
夢
と
未
来
を
見
据
え
て
連

携
し
、
情
報
共
有
や
啓
発
活
動
、
定

期
的
な
現
況
確
認
な
ど
を
行
う
た
め
、

平
成
２４
年
に「
赤
野
井
湾
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
発
足
し
ま
し
た
。

　
赤
野
井
湾
は
市
内
８
河
川
が
流
入

す
る
閉
鎖
性
の
高
い
水
域
で
、
流
れ

が
穏
や
か
な
た
め
、
諸
問
題
が
現
れ

や
す
い
一
方
、
古
く
か
ら
流
域
住
民

の
身
近
な
水
域
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。

　
本
市
は
ほ
か
の
行
政
区
職
員
か
ら

「
環
境
活
動
に
積
極
的
な
住
民
が
多

く
て
羨う
ら
や

ま
し
い
」と
言
わ
れ
ま
す
。夢
・

び
わ
湖
や
認
定
N
P
O
法
人
び
わ
こ

豊
穣
の
郷
な
ど
環
境
活
動
に
特
化
し

た
団
体
を
は
じ
め
、
小
中
学
校
や
自

治
会
な
ど
で
も
環
境
問
題
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。赤
野
井
湾
の
お

か
げ
で
琵
琶
湖
を
よ
り
身
近
に
感
じ

る
か
ら
こ
そ
育
ま
れ
て
き
た
、水
環
境

へ
の
関
心
や
自
主
的
な
活
動
意
欲
の

高
さ
が
本
市
の
特
色
と
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２１
年
に
発
見
さ
れ
た
オ
オ
バ

ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
と
い
う
外
来
植
物
が

大
繁
茂
し
て
在
来
植
物
を
駆く
ち

逐く

し
、水

辺
の
エ
イ
リ
ア
ン
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
結
成
し
た
ば
か
り
の
赤
野
井
湾
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
喫き
っ
緊き

ん
の
課
題

と
し
て
情
報
共
有
、
調
査
、
現
況
報

告
、
県
な
ど
へ
の
働
き
か
け
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
約
１
７
０
人

が
参
加
す
る
大
規
模
な
駆
除
活
動
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
市
内
の
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
の

繁
茂
は
収
束
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、各

団
体
は
情
報
交
換
を
も
と
に
手
分
け

を
し
て
赤
野
井
湾
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
を
実

施
。
湖
上
や
湖
岸
、
流
域
河
川
の
状

況
を
定
期
的
に
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
新
た
に
問
題
提
起
さ
れ
た

の
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
散
在
で

す
。
河
川
の
ご
み
は
大
雨
に
よ
る
水

量
増
加
な
ど
で
赤
野
井
湾
に
流
れ
込

み
、
湖
底
に
堆
積
し
て
い
き
ま
す
。昨

年
か
ら
始
ま
っ
た
大
規
模
な
湖
底
ご

み
の
除
去
も
赤
野
井
湾
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
顕け
ん

著ち
ょ

な
実
践
活
動
で
す
。

　

平
成
２7
年
に「
琵
琶
湖
の
保
全
及

び
再
生
に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
琵
琶
湖
を
国
民
的
資
産

と
位
置
付
け
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
環

境
・
社
会
・
経
済
が
健
全
に
循
環
す

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
琵
琶
湖
は
治
水
や
利
水
上
の
側
面

だ
け
で
な
く
、
観
光
資
源
や
憩
い
の

場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を
わ
れ

わ
れ
に
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　
美
し
く
生
き
物
の
恵
み
に
溢
れ
た

琵
琶
湖
を
未
来
へ
繋
ぐ
た
め
に
は
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
の
意
識
や
取
り

組
み
が
何
よ
り
も
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
本
市
の
環
境
学
習
都
市
宣
言
で
も

「
豊
か
な
琵
琶
湖
の
恵
み
を
通
し
て

琵
琶
湖
の
大
切
さ
を
学
び
」と
謳う
た

っ

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
環
境
イ
ベ
ン

ト
や
学
習
会
な
ど
に
１
人
で
も
多
く

の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
琵
琶
湖

の
良
さ
や
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
市
民
全
体
で
琵
琶
湖
や

赤
野
井
湾
を「
守
る
べ
き
場
所
」「
大

切
な
場
所
」と
し
て
行
動
し
て
い
け

た
ら
、
い
つ
か
は
地
元
の
宝
と
し
て

自
慢
で
き
る
場
所
に
な
る
日
が
く
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

守
山
市
環
境
政
策
課

赤
野
井
湾
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
担
当

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
応
援
し
、時
に
は
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
本
市
の
環
境
政
策
に
生
か
し
て
い
ま
す
。
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「
地
域
の
水
辺
は
自
分
た
ち
で
守
る
」赤
野
井
湾
再
生
プ
ロ
ジェ
ク
ト
の
活
動

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
活
動
内
容

・
赤
野
井
湾
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

・ 

オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
除
去

活
動

・
湖
底
ご
み
除
去
活
動

・
水
質
調
査
＆
学
習
会

・
啓
発
活
動

・
提
案
活
動

昭
和
52
年　
赤
潮
大
発
生

58
年　
南
湖
に
初
の
ア
オ
コ
発
生

59
年　
世
界
湖
沼
会
議

平
成
19
年　

 

第
５
次
琵
琶
湖
に
係
る
湖
沼

水
質
保
全
計
画
策
定（
赤
野
井

湾
が
明
記
さ
れ
る
）

21
年　

 

赤
野
井
湾
に
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ

キ
ン
バ
イ
の
生
育
を
確
認

27
年　

 

琵
琶
湖
の
保
全
及
び
再
生
に

関
す
る
法
律
施
行

　昨年度までオオバナミズキンバイの除去に力を入
れ、ようやく収束に向かいました。
　次なる課題は湖底のごみ。昨年6月に行われた除
去作業では、きれいに洗浄して環境センターに搬入し
たごみが680㎏に上りました。湖底から引き上げられ
た時は泥を含んで数トンにもなっていました。
　上流河川の川底にごみが散在しており、赤野井湾
に流れ込んで湖底ごみの原因の一つとなっています。

赤
野
井
湾
の
環
境
改
善
は
市
民
全
体
の
課
題

オオバナミズキンバイの除去作業

水
質
調
査
や
真
珠
貝
の
生
育
調
査
な
ど
市
民
の
力
で

　
私
た
ち
市
民
の
力
で
赤

野
井
湾
流
域
の
水
辺
を
美

し
い
昔
の
姿
に
取
り
戻
そ

う
と
、
湾
の
水
質
調
査
や

淡
水
真
珠
を
作
る
イ
ケ

チ
ョ
ウ
ガ
イ
の
試
験
養
殖

な
ど
地
道
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
調
査
な
ど
で
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
市
や
赤
野
井
湾

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
提

供
し
、
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
事
務
局
と
し
て
、
赤

野
井
湾
の
た
め
に
で
き
る

事
、
必
要
な
も
の
を
共
有

し
、
魚
に
も
人
に
も
住
み

よ
い
水
環
境
を
求
め
、
市

民
が
で
き
る
事
へ
の
挑
戦

を
し
て
い
ま
す
。

写
真
＝ 

赤
野
井
湾
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー

ホ
タ
ル
の
棲す

め
る
河
川
、
シ
ジ
ミ
の
棲
め
る
赤
野
井
湾

　
発
足
か
ら
２３
年
に
な
り

ま
す
。
ホ
タ
ル
の
棲
め
る

河
川
と
シ
ジ
ミ
の
棲
め
る

赤
野
井
湾
を
目
指
し
て
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
を
対
象
に
し
た

環
境
学
習
や
赤
野
井
湾
小お

津づ

袋ぶ
く
ろ

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
な

ど
が
大
き
な
事
業
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
保
全

の
活
動
を
し
な
が
ら
、
地

域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
や
仲
間
づ
く
り
、
何

よ
り
自
然
と
触
れ
合
い
、

水
辺
環
境
を
大
切
に
考
え

て
く
れ
る
次
の
世
代
の
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く

事
を
中
期
目
標
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
。

写
真
＝
水
辺
の
楽が
っ
校こ

う

　
赤
野
井
湾
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、赤
野
井
湾
の
環
境
改
善
を「
市
民
全
体

の
課
題
」と
位
置
付
け
、
環
境
団
体
、
地
域
住
民
、
漁
業
関
係
者
な
ど
が
連
携

を
深
め
、
と
も
に
赤
野
井
湾
の
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
、

県
な
ど
へ
の
積
極
的
な
提
案
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

赤
野
井
湾
を
取
り
巻
く
事
象
と
背
景 定期的に連絡会を開いて、個別の活動による情

報を共有し、課題解決への議論をしています

昨年6月の湖底ごみ除去作業

河川の底

赤野井湾プラスチックごみの現状

認定NPO法人びわこ豊穣の郷

金
かね
﨑
ざき
�いよ子

こ
理事長（左）

中
なか
�明
あき
子
こ

事務局長

夢・びわ湖

辻
つじ
�ひとみ代表（左）

永
なが
井
い
�喜
ひさ
子
こ

事務局長
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河
川
活
用
で
赤
野
井
湾
の
再
生

新
た
な
環
境
問
題
に
挑
戦
す
る

市
域
の
８
割
が
赤
野
井
湾
上
流
に

市
民
の
意
識
が
環
境
改
善
の
鍵
握
る

地
域
で
の
環
境
用
水
活
用
が

赤
野
井
湾
の
た
め
に
な
る

里
中
の
川
で
遊
び
、
親
し
む

身
近
な
水
辺
を
環
境
用
水
に

秋
あき
山
やま
�道
みち
雄
お

さん（大津市）

滋賀県立大学名誉教授
　経済地理学（水資源、水環境、地域政策）の有識者
として、赤野井湾再生プロジェクトの会長を務める。
赤野井湾への直接的な活動と、上流域の環境用水活
用の両輪での水環境改善を提唱。

　

滋
賀
県
立
大
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
一
環
で
学
生
と
一
緒
に
守

山
市
を
訪
れ
て
以
来
２０
年
以
上
、
市

内
の
水
辺
や
関
係
者
と
付
き
合
っ
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
１８
年
に
国
が「
環
境
用
水
の

水
利
権
を
認
め
る
」と
い
う
制
度
を

通
達
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
研
究

仲
間
の
有
志
と
環
境
用
水
研
究
会
を

立
ち
上
げ
、研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
流
れ
る
農
業
用
水
や
都
市

排
水
な
ど
の
水
路
や
河
川
を
生
か
し

て
、
ま
ち
の
景
観
や
生
活
環
境
、
自

然
環
境
の
維
持
や
向
上
に
役
立
て
る

水
を
環
境
用
水
と
い
い
ま
す
。

　
市
内
の
身
近
な
河
川
を
環
境
用
水

と
し
て
住
民
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ

と
は
、
赤
野
井
湾
再
生
の
大
き
な
力

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
赤
野
井
湾
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

結
成
当
初
の
目
的
は
、
湾
の
汚
濁
と

ご
み
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
の

来
襲
に
よ
り
、
そ
の
駆
除
を
喫
緊
の

課
題
と
し
て
き
ま
し
た
。
油
断
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
よ
う
や
く
拡
大
を
抑

え
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
赤
野
井
湾
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
な
ど
で

オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
の
現
状
や

ご
み
の
散
乱
状
況
な
ど
を
巡
回
し
て

調
査
し
な
が
ら
、
私
た
ち
も
よ
う
や

く
当
初
の
目
的
と
し
て
い
た
汚
濁
と

ご
み
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
赤
野
井
湾
の
汚
濁
は
、
日
本
が
高

度
成
長
に
沸
い
た
昭
和
４５
年
頃
か
ら

問
題
視
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
日
本
一

大
き
な
琵
琶
湖
で
汚
濁
や
ご
み
の
問

題
が
表
面
化
す
る
ま
で
に
は
タ
イ
ム

ラ
グ
が
あ
り
、
そ
の
間
も
確
実
に
環

境
悪
化
は
進
み
ま
し
た
。
積
も
り
積

も
っ
た
負
の
遺
産
は
、
今
も
湖
底
に

堆
積
し
て
い
ま
す
。
枯
れ
た
蓮
が
溜

ま
り
栄
養
塩
を
発
生
さ
せ
る
泥
や
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
な
ど
自
然
に
帰
ら

な
い
ご
み
も
堆
積
し
て
い
ま
す
。

　
赤
野
井
湾
に
注
ぐ
市
内
の
８
河
川

は
、
流
域
面
積
が
市
域
の
約
８
割
に

な
り
ま
す
。
水
質
保
全
に
は
上
流
域

に
住
む
人
の
現
状
認
識
が
不
可
欠
で

す
。
赤
野
井
湾
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
日
常
生
活
で
の
対
策
を
協
議
す

る
連
絡
会
の
ほ
か
、
上
流
域
の
学
区

長
な
ど
を
総
会
に
招
い
て
、
水
環
境

の
現
状
や
地
域
の
河
川
保
全
の
必
要

性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
の
中
に
は
、
里
中
を
流
れ

る
川
の
水
質
保
全
と
美
化
に
取
り
組

み
、
子
ど
も
た
ち
の
親
水
河
川
と
し

て
活
用
し
て
い
る
先
進
地
域
も
あ
り

ま
す
。

　
私
は
、
上
流
域
の
こ
う
し
た
取
り

組
み
の
広
が
り
が
、
生
活
に
近
い
水

辺
の
環
境
を
守
り
、
赤
野
井
湾
再
生

の
大
き
な
う
ね
り
に
な
っ
て
い
く
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
赤
野
井
湾
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
そ
の
構
成
団
体
な
ど
は
、
そ

れ
ぞ
れ
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
が
、
環
境
問
題
に
即
効
薬
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
方
、
苦
し
い
活
動
も
長

続
き
は
し
ま
せ
ん
。

　
多
く
の
市
民
が
わ
が
子
や
地
域
の

子
ど
も
と
日
ご
ろ
か
ら
遊
び
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
水
辺
に
親
し
む
。
そ

の
た
め
に
川
を
監
視
し
て
ご
み
や
流

木
を
食
い
止
め
る
。

　
こ
う
し
た
、
暮
ら
し
の
そ
ば
に
あ

る
川
を
環
境
用
水
と
し
て
活
用
す
る

営
み
が
、ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て

赤
野
井
湾
や
琵
琶
湖
を
昔
の
姿
に
戻

す
助
け
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
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あ
そ
ぶ�

ま
な
ぶ�

ま
も
る�

い
か
す�

み
ん
な
の
水
辺　
～�

私
た
ち
の
実
践
活
動�

～

　
夏
休
み
に
馬う

ま
路じ

石い
そ

邊べ

神
社
の
参
道

を
流
れ
る
宮
城
川
で
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
よ
う
に
な
っ
て
１０
年
に
な
り

ま
す
。

　
ご
み
拾
い
、
鮎
つ
か
み
、
鮎
の
塩

焼
き
と
竹
パ
ン
作
り
と
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
、
準
備
も
当
日
の
作

業
も
大
変
で
す
が
、
普
段
自
治
会
に

あ
ま
り
関
わ
っ
て
い
な
い
住
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
子
ど
も
会
の
協
力
も

あ
り
、
ま
さ
に
地
域
ぐ
る
み
の
協
力

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
流
れ
る
川
は
み
ん
な
の
も

の
で
す
。
使
い
方
次
第
で
、
親
子
の

絆
、
地
域
の
絆
も
育
ん
で
く
れ
る
素

晴
ら
し
い
資
源
に
な
り
ま
す
。

★
地
域
ぐ
る
み
の
川
遊
び

　
宮み
や

城し
ろ

川（
吉
身
東
町
）

　
小こ

西に
し�

由ゆ

美み

子こ�
自
治
会
長

　
せ
せ
ら
ぎ
会
は
、
町
内
を
流
れ
る

川
と
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、

平
成
１7
年
に
住
民
有
志
で
発
足
し
ま

し
た
。

　
梅
田
町
に
は
丹
堂
川
と
支
流
が
流

れ
、
ほ
た
る
通
り
商
店
街
が
あ
り
ま

す
。
せ
せ
ら
ぎ
に
棲
む
魚
や
ホ
タ
ル

な
ど
を
大
切
に
し
て
も
ら
え
る
環
境

を
作
っ
て
い
こ
う
と
、
定
期
的
に
美

化
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
平
成
２０
年

に
は
子
ど
も
た
ち
が
水
辺
に
触
れ
合

え
る
川か
わ

普ぶ

請し
ん

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ち
の
玄
関
に
位
置
す
る
市
街
地

の
川
を
来
市
す
る
人
に
も
住
民
に
も

生
き
物
に
も
優
し
い
環
境
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

★
守
山
の
表
玄
関
を
美
し
く

　
丹た
ん

堂ど
う

川（
梅
田
町
）

　
北き
た

田だ�

勲い
さ
お�

せ
せ
ら
ぎ
会
会
長

　
赤
野
井
湾
に
面
し
た
地
域
か
ら
上

流
の
住
宅
街
ま
で
９
自
治
会
の
児
童

が
通
っ
て
い
ま
す
。学
校
の
側
で
は
、

ク
ロ
メ
ダ
カ
が
泳
ぎ
、
初
夏
に
は
ホ

タ
ル
が
飛
び
ま
す
。

　

ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
や
メ
ダ
カ
捕
り
、

学
習
田
に
ニ
ゴ
ロ
フ
ナ
の
稚
魚
を
放

流
す
る
な
ど
、
児
童
た
ち
は
恵
ま
れ

た
自
然
を
生
か
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
新
守
山
川
に
新
し
く
遊
歩
道
が
完

成
し
ま
し
た
。
学
習
活
動
に
生
か
し

て
、
琵
琶
湖
と
川
、
生
き
物
と
水
が

つ
な
が
っ
て
い
る
事
を
子
ど
も
た
ち

に
意
識
し
て
も
ら
え
う
よ
う
な
取
り

組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

★
水
辺
は
子
ど
も
た
ち
の
宝
箱

　
新
守
山
川
支
流（
小
津
学
区
）

　
川か
わ

上か
み�

慶け
い

子こ�

小
津
小
学
校
校
長

　
夏
休
み
に
赤
野
井
湾
探
検
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
船
で
赤
野
井
湾
に

出
か
け
、
漁
を
体
験
し
た
り
、
外
来

魚
が
食
べ
て
い
る
も
の
を
調
べ
た
り

し
て
い
ま
す
。
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
の
稚
魚

も
放
流
し
ま
す
。

　
市
内
の
水
辺
で
開
催
し
て
い
る
水

辺
の
楽
校
と
合
わ
せ
て
、「
魚
が
か
わ

い
そ
う
だ
ね
」と
自
然
と
ご
み
を

拾
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
子
ど
も
た
ち

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

水
辺
に
親
し
み
楽
し
ん
だ
思
い
出
は
、

子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
に

も
周
囲
の
環
境
や
水
辺
に
関
心
を
持

ち
続
け
る
原
動
力
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
湖
上
を
探
検
思
い
出
づ
く
り

　
赤
野
井
湾

　
金か
ね

﨑ざ
き�

い
よ
子こ�

び
わ
こ
豊
穣
の
郷
理
事
長

　

夏
休
み
に「
赤
野
井
湾
で
育
っ
た

イ
ケ
チ
ョ
ウ
ガ
イ
で
育
て
た
真
珠
を

見
て
み
よ
う
！
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
湖
上
を
遊
覧
し
な
が
ら
生
き
物
調

査
や
水
質
調
査
で
水
環
境
の
現
状
を

知
り
、
試
験
養
殖
し
て
い
る
イ
ケ

チ
ョ
ウ
ガ
イ
で
育
っ
た
真
珠
を
観
察

し
た
り
、
美
味
し
い
湖
魚
料
理
を
味

わ
っ
て
、
し
っ
か
り
赤
野
井
湾
の
恵

み
と
課
題
の
両
面
を
学
ん
で
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
赤
野
井
湾
を
大
切
な
宝
物

と
意
識
し
て
も
ら
え
た
ら
と
イ
ベ
ン

ト
を
続
け
て
い
ま
す
。

★
恵
み
と
課
題
の
両
面
を
知
る

　
赤
野
井
湾

　
辻つ
じ�

ひ
と
み 

夢・び
わ
湖
代
表

魚つかみを楽しむ子供たち

せせらぎの会有志のみなさん

学校近くの川で環境学習

漁を体験する参加者家族

赤野井湾で育った真珠を観察
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障害のある人への手当制度をご存じですか

対象者 支給月額 支給月

手
当
の
種
類

特別障害者手当
在宅で重度障害（おおむね身体障害者手帳１・２
級、療育手帳Ａ１の障害が重複している人など）
があり、常時特別の介護を要する２0歳以上の人

２７,２00円

５・８・１１・２月

障害児福祉手当
在宅で重度障害（おおむね身体障害者手帳１・２
級、療育手帳Ａ１など）があり、日常生活が著し
く制限され介護を要する２0歳未満の児童

１4,７90円

特別児童扶養手当 おおむね中度以上の障害のある２0歳未満の児
童を養育している人

（１級）５２,２00円
（２級）34,７７0円
※１級…重度障害児
　２級…中度障害児　

4・８・１２月

・ 障害の内容や状態、所得状況などについて審査があります。
・ 支給は申請した月の翌月分からです。
問 障害福祉課　☎（582）1168　5（581）0203

重度または中度の障害のある人に対して、次のような手当制度があります。

４
月
２
日（
火
）～
８
日（
月
）は

発
達
障
害
啓
発
週
間

　

４
月
２
日
の
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
に
あ
わ
せ
、
各
地
で
自
閉
症
な

ど
の
発
達
障
害
の
理
解
を
広
め
る
た

め
の
啓
発
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
乳

幼
児
期
か
ら
就
労
期
ま
で
、
発
達
の

状
態
に
応
じ
て
継
続
的
な
相
談
・
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
発
達
に

関
し
て
悩
み
や
困
難
さ
を
感
じ
て
い

る
場
合
に
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
５
８
２
）１
１
５
８

　
5（
５
８
1
）１
６
２
8

助
成
券
を
交
付
し
ま
す

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
支

援
の
た
め
、助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
委
員
募
集

任
期　

 

委
嘱
日
～
２
０
２
１
年
３
月

３１
日

内 

会
議（
年
２
回
程
度
平
日
に
実
施

予
定
）で
人
権
施
策
の
推
進
に
関

し
意
見
を
述
べ
る

対 

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で
２
０

１
９
年
４
月
１
日
現
在
満
１８
歳
以

上
の
人

　
※ 

国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、

常
勤
の
公
務
員
お
よ
び
市
が
設

置
し
て
い
る
ほ
か
の
審
議
会
な

ど
の
委
員
を
除
く
。

定 

２
人

申 

４
月
５
日（
金
）ま
で
に
応
募
書
と

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
意
見（
１
、０
０
０
字
程
度
、
様

式
自
由
）を
記
入
し
、郵
送
、メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
左
記
へ
提
出
。
応

募
書
は
各
地
区
会
館
、
左
記
に
設

置
。
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

他 

報
酬
あ
り（
５
、０
０
０
円
／
回
）

問 

〒
５
２
４
―
８
５
８
５　

　
吉
身
二
丁
目
５
番
22
号

　
人
権
政
策
課

　
☎（
５
８
２
）１
１
１
６

　
5（
５
８
２
）９
４
４
１

　

 jinkenseisaku@
city.

m
oriyam

a.lg.jp

◆ 

福
祉
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
券
・

　
自
家
用
自
動
車
燃
料
費
助
成
券

対 

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療

育
手
帳
Ａ
ま
た
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
の
人

助
成
額　
５
０
０
円
券
×
２
枚
／
月

他 

・ 

自
家
用
自
動
車
燃
料
費
助
成
券

は
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て

い
る
こ
と
が
条
件

　
・ 

交
付
は
い
ず
れ
か
の
み
、
年
度

途
中
で
の
変
更
不
可

◆
紙
お
む
つ
費
用
助
成
券

対 

３
歳
～
６４
歳
の
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
の

人
で
、
在
宅
で
紙
お
む
つ
を
常
時

使
用
し
て
い
る
人

　
※ 

ほ
か
の
紙
お
む
つ
給
付
制
度
を

受
け
て
い
る
人
は
除
く
。

助
成
額　

 

２
、０
０
０
円
券
×
２
枚
／
月

い
ず
れ
も

持 

各
種
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

申 

４
月
１
日（
月
）か
ら
左
記
ま
た
は

健
康
福
祉
政
策
課
へ
申
請
。

他 

・ 

申
請
月
～
２
０
２
０
年
３
月
分

の
助
成
券
を
ま
と
め
て
交
付
し

ま
す
。

　
・ 

助
成
券
の
利
用
は
市
指
定
の
事

業
所
に
限
り
ま
す
。

問 

障
害
福
祉
課

　
☎（
５
８
２
）１
１
６
８

　
5（
５
８
１
）０
２
０
３
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区分 勤務場所 人
員 資格など 任用期間 勤務日数・時間 業務内容 報酬・賃金 試験 申込期限・担当課

事務員
(臨時)

こども家
庭相談課

２
人

パソコン操作が可
能な人

５月１日～
８月3１日

月１4日勤務
午前８時30分～
午後５時１５分

児童手当関係事務
補助（窓口での受
付事務、電話対応
およびパソコン入
力事務など）

日額
6,７66円

面接試験
4月１0日（水）
午前9時30分～
市役所3１会議室

4月８日（月）まで
こども家庭相談課
 ☎（５８２）１１５9

事務員
(臨時)

図書館

１
人

普通自動車運転免
許を有する人

4月１日～
9月30日
※

月6日程度
午後２時～５時

本の回収・配本（約
２0㎏のコンテナ
運搬あり）

日額
２,6１9円

面接試験
3月２２日（金）
午後１時～
図書館

3月２１日（木・祝）まで
図書館
☎（５８3）１639

事務員
(臨時)

２
人不問

月4回程度、季節
休 み は１0回 程
度
午前８時30分～
午後５時１５分

図書の返本

日額
6,７66円

面接試験
3月２２日（金）
午後3時～
図書館

事務員
(臨時)

下之郷史
跡公園　

１
人

パソコン操作が可
能な人

月２0日勤務
午前８時30分～
午後５時１５分

（土･日曜日、祝
日勤務あり）

普及啓発事業、活
動団体連絡、施設
の維持管理、施設
見学者案内など

面接試験
3月２6日（火）
午前１0時～
下之郷史跡公園

3月２２日（金）まで　　　　　　　
文化財保護課
☎（５８２）１１５6

　草津公共職業安定所☎（562）3720、ジョブプラザ守山☎（583）8739または担当課まで申し込み。
試験当日に履歴書および該当する資格免許などを持参。通勤手段については担当課にご確認ください。※について
は更新の可能性あり

職員募集

問ごみ減量推進課　☎(582)1121　5(583)3911

クルちゃんのつぶやき�

ごみ出しメモ：「 ごみ・資源物収集カレンダー」は、自治会を通
じて順次各家庭へ配布しています。市ホーム
ページにも掲載しています。

新年度に向けて、
ごみ出しの基本ルールを
確認しよう。

　市では、ごみ出しのルールを設けており、「ご
み・資源物収集カレンダー」に記載しています。
ルールの順守にご協力をお願いします。
ごみは正しく分別しましょう
　正しく分別されていないごみは、警
告シールを貼って収集しません。警告
シールが貼られたものは、排出した人
が持ち帰ってください。
決められたごみ集積所に出しましょう
　ごみ集積所は地域の皆さまで管理し
ていただいています。必ず決められた
集積所にごみを出してください。

警告シール

　市内市立小中学校の体育館・運動場の継続的な
利用を希望する団体は登録してください。
要件　 市内在住、在勤、在学者の構成員が10人以

上いる、継続的に活動するスポーツ・レク
リエーション活動団体。

　　※ 営利目的の団体、企業の福利厚生の一環で
活動する団体は不可。

登録団体のメリット
① 市立の小中学校の体育館・運動場（一部テニス

コートを含む）を年間継続利用可（希望日が重
複する場合は調整）

②利用料金が一般団体の半額
申 ４月1日（月）～8日（月）午前8時30分～午後5時
（土・日曜日は正午まで）に申請書を下記へ直接
提出。郵送、電話、ファクスによる受け付けは
不可。

※ 申請書は下記または市内各会館および市立４中
学校に設置。市ホームページからダ
ウンロード可。

問 文化・スポーツ課
　☎（582）1169　5（581）2733

平成31年度
学校体育施設利用
登録団体を募集

ホームページ
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　狂犬病の発生を防ぐために、生後91日以上の犬に年1回の予防接種が義務づけられています。飼い主は、必ず予
防注射を受けさせてください。
￥  3,４00円（注射費用、注射済票交付手数料）
犬の登録が済んでいる人
持 登録カード（愛犬カード）、問診票（事前記入要、会場にも設置）、受付票のはがき（3月中旬発送）
 犬の登録が済んでいない人
上記費用に加え、登録料3,000円が必要です。

【お願い】
・ 犬を制御できる人が連れて来てください。
・ ふんの始末用にビニール袋や水などを持参してください。
・ 犬の体を清潔にしておいてください。
・ 犬の死亡や登録内容に変更がある場合は、下記へご連絡ください。
・ 注射後、ごくまれに副作用が出ることがありますので、犬の様子をよく観察してください。異常が認められた場

合は、すぐにその日の待機獣医師などへご連絡ください。
・ 動物病院でも予防接種を受けられます。最寄りの動物病院一覧は、公益社団法人滋賀県獣医師会の

ホームページでご確認ください。

狂犬病予防集合注射

平成31年度犬の登録と狂犬病予防集合注射巡回日程(雨天決行)
月日 時刻 会場 担当獣医師

4月１８日（木）

9：00～ 9：５0 服部町自治会館 服部 静香（スマイル動物病院） 
橋本 夏彦（草津犬猫病院） 

【待機獣医師】 
西山 英治（みずほ動物病院） 
☎（５８５）５１9１

１0：１0～１１：00 中洲会館
１１：２0～１２：00 立田集落センター
１3：２0～１4：00 笠原町農協倉庫

4月１9日（金）

9：00～ 9：30 美崎自治会館
米田 弘師（ヨネダ動物病院） 
小西 正浩（こにし動物クリニック） 

【待機獣医師】 
雲林院 芳規（ブリッジ動物病院） 
☎（５８１）3１８１

9：５0～１0：２0 中野小林中央公園（第3公園）
１0：40～１１：１0 ネオ・ベラヴィータ守山第１集会所
１２：30～１3：２0 速野会館
１3：40～１4：１0 今浜農業研修センター
１4：30～１５：１0 北公民館

4月２２日（月）

9：00～ 9：30 喜多自治会館 西山 英治（みずほ動物病院） 
小松 繁司（小松動物病院） 

【待機獣医師】 
古池 敏英（フルール動物病院） 
☎（５８１）3２１0

9：５0～１0：30 河西ニュータウン鳩の森会館
１0：５0～１１：40 河西会館
１3：00～１3：５0 市民運動公園第3駐車場（防災センター前）
１4：１0～１５：00 市役所車庫前

4月２3日（火）

9：00～ 9：30 岡町田中神社横公園
今村 香（いまむら動物病院） 
石田 龍一（いしだ動物病院） 

【待機獣医師】 
北田 繁樹（モリヤマ動物病院） 
☎（５８3）８003

9：５0～１0：２0 立入会議所
１0：40～１１：１0 浮気自治会館
１１：30～１２：00 千代町公民館
１3：２0～１3：５0 伊勢町自治会館
１4：１0～１５：00 勝部自治会火まつり交流館

4月２4日（水）

9：00～ 9：５0 玉津会館
奥村 まさみ（エルム動物病院） 
足立 恒充（あだち動物病院） 

【待機獣医師】 
小松 繁司（小松動物病院） 
☎（５８3）40５0

１0：１0～１0：40 杉江町自治会館
１１：00～１１：40 小津会館
１3：00～１3：40 古高町公民館
１4：00～１4：30 金森自治会館
１4：５0～１５：２0 下之郷史跡公園

５月７日（火）

８：40～ 9：30 市役所車庫前 吉川 昌宏（やぐらどうぶつクリニック） 
西山 英治（みずほ動物病院） 

【待機獣医師】 
谷出 恭子（カナヤ犬猫病院） 
☎（５５4）6666

9：５0～１0：40 エルセンター
１１：00～１１：５0 小津会館
１3：１0～１4：00 玉津会館
１4：２0～１５：１0 河西会館

５月１0日（金）

9：00～ 9：５0 市民運動公園第3駐車場（防災センター前） 中川 俊樹（中川動物病院） 
古池 敏英（フルール動物病院） 

【待機獣医師】 
雲林院 芳規（ブリッジ動物病院） 
☎（５８１）3１８１

１0：１0～１１：00 速野会館
１１：２0～１２：00 中洲会館
１3：２0～１4：00 北公民館

問 環境政策課　☎（582）1154　5（583）3911

ホームページ
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いつだって好奇心　手を伸ばせばそこに本

問社会教育課　☎（582）1142　5（581）2733
  子どもの読書活動　学校・園の取り組みを紹介します㉘

消費生活センター情報�　※窓口に寄せられた相談事例をもとに、安心・安全な消費生活のアドバイスを提供します。

問市消費生活センター
　（市民協働課内）
　☎（582）1148　5（583）3911

約
やっ
款
かん
をよく読んで、

引っ越し業者とのトラブルを防ぎましょう
今回のポイント

　引っ越し業者は法律に基づいて「運送約款」という契約ルールを作っています。この約款には、見積もり
は無料とすること、引っ越し当日の2日前までに内容の変更がないか確認することなどが定められていま
す。
　どの業者に依頼するか悩んでいるときは、同じ条件で複数の業者に見積もり依頼する『相

あい
見積もり』を取

るようにし、引っ越し当日まで家に来ない業者とは、契約をするのをやめましょう。このとき「相見積も
りをしています」と伝えておけば、スムーズに断れるでしょう。
　また、引っ越し時に、業者の過失で荷物に傷がついたり紛失したりした場合は、業者が損害賠償責任を
負うことが約款で定められています。ただし、荷物の搬入から3ヵ月経つと業者の責任が消滅しますので、
引っ越し後はなるべく早めに荷物に異常がないかを確認し、問題があるときはすぐに連絡を取るようにし
ましょう。
　業者は見積もり時に約款を提示することになっていますので、トラブルにならないよう、約款などをよ
く読んでから契約しましょう。

　市は、平成27年度から「守山市子ども読書活動推進計画
第2次計画」に取り組んでおり、計画がスタートする前の平
成26年度に比べて、右表のとおり平均読書冊数、本を読ん
だ割合がともに増加しています。読書離れが進んでいるこ
とが全国的な課題となっていますが、本市では学校・園で
の取り組みに工夫・充実を図ることで、読書好きな子ども
が増えています。
　読書活動は、子どもたちにとって、言葉を学び、表現力
や感性を養い、思いやりのある優しい心を育みます。また、
ものの見方や考え方を深めることにも役立ちます。読書の
習慣を子どもたちが身につけるためには、学校・園に加え
て、家庭でも本に接する機会を増やすことが重要です。
　「家族で図書館へ本を借りに行く」「家庭で読書タイムを
作る」など、子どもにとって本がいつも手に取れる環境、本
に触

ふ
れる時間をご家庭でも作ってください。

読書量調査の結果

１ヵ月に読んだ書籍の平均冊数（単位：冊）
平成26年 平成28年 平成30年
5月 5月 11月 5月 11月

小学4～6年生 ７.6 ８.１ 9.4 9.１ ８.５
中学生 ２.５ 4.0 3.７ 3.５ 3.9

１ヵ月に１冊以上本を読んだ割合（単位：％）
平成26年 平成28年 平成30年
5月 5月 11月 5月 11月

小学4～6年生 96.１ 96.3 9５.１ 9７.4 9７.５
中学生 66.７ ８9.9 ８７.２ 9２.５ ８８.0
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問すこやか生活課
　☎（581）0201　5（581）1628すこやか健康だより

●乳幼児健康診査（所すこやかセンター）

●救急診療 4月分 のお知らせ（重症患者を診療する医療機関）

滋：済生会滋賀県病院…… ☎（552）1221　栗東市大橋二丁目４―1
草：草津総合病院………… ☎（563）8866　草津市矢橋町1660
守：済生会守山市民病院…… ☎（582）5151　守山市守山四丁目1４―1
野：野洲病院……………… ☎（587）1332　野洲市小篠原109４
近：近江草津徳洲会病院… ☎（567）3610　草津市東矢倉三丁目3４―52
診療時間： 平日…午後6時～翌朝9時
　　　　　土・日曜日、祝日、年末年始…午前9時～翌朝9時

健診名 実施日 受付時間 対象児

4ヵ月児
健診

3月２５日（月）

午後１時
～

２時

平成30年１１月１日
～１１月１4日生

4月１２日（金） 平成30年１１月１５日
～１１月30日生

10ヵ月児
健診

4月 4日（木） 平成30年５月１日
～５月２0日生

4月１８日（木） 平成30年５月２１日
～6月１0日生

1歳
6ヵ月児
健診

4月１0日（水） 平成２9年9月１５日
～9月30日生

4月２4日（水） 平成２9年１0月１日
～１0月１4日生

2歳
6ヵ月児
健診

3月１9日（火） 平成２８年８月１１日
～８月3１日生

4月１１日（木） 平成２８年9月１日
～9月２0日生

3歳
6ヵ月児
健診

4月 3日（水） 平成２７年１0月１日
～１0月１4日生

4月１７日（水） 平成２７年１0月１５日
～１0月3１日生

￥無料　◆受付／午後1時～2時　◆診察開始／午後1時30分
☆ 3歳6ヵ月児健診では視力検査を実施しますので、事前に家庭で

視力検査の練習をしてきてください（練習様式は母と子の手帳
に付いています）。

持・「母子健康手帳」と「母と子の手帳」。
・ 1歳6ヵ月・2歳6ヵ月・3歳6ヵ月児健診は幼児用歯ブラシ、

タオル。４ヵ月・10ヵ月児健診はバスタオル。
注・ 「母と子の手帳」に添付の質問表に記入のうえ、切り離して持参

してください。
・ 1歳6ヵ月・2歳6ヵ月・3歳6ヵ月児健診では、希望者にフッ

素塗布を行います。2歳6ヵ月児健診では、子どもの歯科健診
と同時に、「おやこ歯科健診」として保護者の人にも、お口の
中のチェックを受けていただけます。

　・ 3歳6ヵ月児健診では、尿検査・視力検査・歯みがき指導を行
います。

●��ネウボラ面接
　（母子健康手帳の交付、転入時の母子健康手帳別冊交換）
　母子健康手帳の交付とともに、お母さんの心身の状況や家庭状況についての
面接を行います。お子さまの健やかな成長と今後の育児を支えることができる
ように、市からお母さんのためのサポートプランを提案します。妊娠、出産、育
児のことで心配なことがあればお気軽にご相談ください。
【受付時間】午前8時30分～午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
所すこやか生活課（すこやかセンター）
持妊娠届出書、個人番号カードもしくは通知カードおよび顔写真付きの証明書
※�代理人が来所される場合：�委任状、本人の個人番号が確認できる書類、代

理人の身元確認のできる書類、印鑑

＊�母子健康手帳のほかにも、赤ちゃんが生まれてから使用する「母と子の
手帳」・「予防接種と子どもの健康」などの冊子をお渡しします。大切に
保管してください。

●すくすく栄養相談　
　乳幼児の食事について、栄養士が相談をお受けします。必要に応じて、育
児・歯科の相談や身体計測をお受けします。お気軽にご利用ください。
時4月5日（金）、5月10日（金）、6月4日（火）
　午前9時30分～10時30分
所すこやかセンター1階�集団検診室
持母子健康手帳
●マタニティカフェ
　妊婦を対象にしたカフェスタイルの教室です。妊娠、出産についての詳し
い知識や育児の実用的な情報を得ることができます。妊婦さん同士の情報交
換や、助産師や保健師などへの相談もできます。
時4月19日（金）、5月14日（火）、6月7日（金）
　午前9時30分～11時30分（受付：午前10時まで）
所すこやかセンター　対妊娠中の人　持母子健康手帳　他申込不要

※来院される前に必ず電話で確認してから受診してください。

　夜間・休日に入院などが必要な重症患者に対応するため、二次救
急医療機関として救急医療を輪番制で行っています。
二次救急（内科・外科）

日 月 火 水　木 金 土
１ ２ 3 4 ５ 6
野 滋 守 草 近 草

７ ８ 9 １0 １１ １２ １3
滋 野 滋 守 草 草 滋
１4 １５ １6 １７ １８ １9 ２0
草 野 滋 守 草 草 滋
２１ ２２ ２3 ２4 ２５ ２6 ２７
草 野 滋 守 草 滋 滋
２８ ２9 30
草 近 滋

二次小児救急
日 月 火 水　木 金 土

１ ２ 3 4 ５ 6
滋 滋 守 近 滋 滋

７ ８ 9 １0 １１ １２ １3
滋 滋 滋 守 近 滋 滋
１4 １５ １6 １７ １８ １9 ２0
滋 滋 滋 守 近 滋 近
２１ ２２ ２3 ２4 ２５ ２6 ２７
滋 滋 滋 守 近 滋 守
２８ ２9 30
滋 滋 滋

４月１日から事業内容をリニューアル

●日曜日や祝日の急診について�
☆湖南広域休日急病診療所　☎（551）1599
　下記の診療日時に、かかりつけ医（開業医）が休診な
どで翌日まで診療が待てない比較的軽い症状の急病患
者を対象に、応急的な診療を行っています（レントゲン、
血液検査などの検査は不可。薬は1日分または休日分
のみ処方）。
所 在 地：  栗東市大橋二丁目7―3（済生会滋賀県病院隣）
診療日時： 日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）
　　　　　午前10時～午後10時（受付：午後9時30分まで）
診療科目：主に内科、小児科

●急患・急病のときは
☆医療ネット滋賀
　今、診療してもらえる医療機関を探せます。子どもの
病気について、対処法を掲載しています。
また、電話相談の案内をしています。
　▶自動音声案内　☎（553）3799 医療ネット滋賀
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　２019年度守山市スポーツ少年団�団員募集

　２019年度守山市民総体シングルステニス選手権大会

　経験豊富な指導者が指導します。申し込みは随時受け付けます。
対 小学生～高校生
活動内容：スポーツや文化活動を通した国際交流、さまざまな文化・社会活動
登録団体：サッカー、野球、バレーボール、ミニバスケットボール、剣道、柔道、空手道、ソフトボール

時 ・内 ４月27日（土）一般男子予選、28日（日）一般男子本戦、一般女子、ベテラン（55歳以上）の部〔予備日5月11日（土）〕　　
※一般男子本戦以外は27日（土）に実施する場合あり

所 市民運動公園テニスコート　対 市内在住、在勤、在学の人　￥ 2,000円／人　持 ボール（ダンロップフォート2個）
申 ４月17日（水）午後5時までに市テニス協会ホームページから、または参加料を添えて下記へ申し込み。
　いかなる場合も参加料は返金不可。

体育協会からのお知らせ

問市体育協会事務局（市民体育館内）　☎・5（583）3113　 jimukyoku@moriyama-taikyo.shiga.jp
　月・火曜日と祝日の翌日を除く　午前9時～午後5時

行政インフォメーション 　

▶�埋蔵文化財センター友の会　　　
会員募集

　郷土の歴史を学ぶ活動を行っています。
一緒に楽しく文化財に親しみませんか。
内 ･ 遺跡や博物館などの見学会（年４回程

度）、文化財についての講演会
　･機関誌「乙貞」の配布（年6回）
￥ 2,000円／年
　（家族2人目からは1,000円）
申 ４月10日（水）までに下記へ
問 埋蔵文化財センター友の会事務局
　（ 埋蔵文化財センター内、火曜日と祝日の

翌日は休館）
　☎（585）4397

イベント

▶市民交流センター開催イベント
①自分に合ったトレーニング法を学ぼう
時 3月22日（金）午前10時～11時30分
内 トレーニング機器の使い方などをプロト

レーナーが指導します
講 大

お お

橋
は し

 麻
ま

衣
い

さん（健康運動指導士）
￥無料
持 上履きシューズ
申 3月20日（水）までに下記へ
②安心・安全野菜を育てよう！
時 3月30日（土）午後1時30分～3時30分
内 夏野菜の栽培方法を学ぶ
講 臣

お み

 康
や す

雄
お

さん（荒見ファーム農業指導員）
定 先着20人
￥ 500円（資料代含む）
申 3月27日（水）までに下記へ
問 市民交流センター
　☎（583）2975

▶�守山�Jr.バレーボールスポーツ
少年団体験会

時 3月2４日（日）午後1時～
所 物部小学校体育館
対 男子：市内の新小学1～5年生
　女子：物部・守山学区の新小学1～5年生
持 体育館シューズ、水筒、タオル
申 3月22日（金）までに下記へ
他 新規団員募集中、初心者歓迎
問 岡井（女子）　☎090（6065）1722
　田中（男子）　☎090（4565）6745

▶そば打ち体験
時 5月9日（木）午前10時～午後1時
所 ゆるり（セルバ守山1階）
定 16人
￥ 600円
持 エプロン、三角巾、手ぬぐいタオル、マ

スク
申 ４月22日（月）までに下記へ
他 マニキュア、時計、指輪の着用は禁止
問 社会福祉法人友愛 ゆるり
　☎（558）6550

講習・講座

▶パソコン教室
①初めてパソコンにさわる
時 ４月2日～6月25日
　毎週火曜日午後1時30分～3時30分
内 ワード、エクセルの初歩を学ぶ
申 ４月1日（月）までに右記へ
②パソコン入門講座
時 ４月5日～6月28日
　毎週金曜日午後1時30分～3時30分
内 ワードを使った文書作成を学ぶ
申 ４月４日（木）までに右記へ

①、②いずれも
所 守山市シルバー人材センター
定 20人
￥ 5,500円（教材費含む）
持 パソコン（一部貸し出しあり）
問 守山市シルバー人材センター
　☎（583）2727

募集

▶守山市日本画教室新入生募集
　上品で美しい日本画を一緒に描きません
か。未経験者歓迎、随時見学可です。
時 土曜日午後1時～5時、年間30回（月2～

3回）
所 市民ホール2階 学習室
￥ 20,000円／年（会場代、展示代、講師代）
問 山西　☎090（8525）8158　

　市内を走るバス路線について、
ダイヤ改正が実施されます。詳し
くは最寄りのバス停、もしくは近
江鉄道株式会社および江若交通株
式会社のホームページをご確認く
ださい。

３月１６日（土）から市内バス路線の
ダイヤが改正されます

問 近江鉄道株式会社あやめ営業所　
　☎（589）2000
　江若交通株式会社堅田営業所　
　☎（572）0374　
　地域振興・交通政策課　
　☎（582）1165　5（582）0539

ホームページ

ホームページ

ホームページ

地域振興・交通政策課からお知らせ
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３月22日（金）
「守山市民の日」を実施します。守山市民は佐川美術館に
無料で入館できます。また、閉館時間も延長されます。

守山市民の日公益財団法人 佐川美術館

午前９時30分～午後６時
最終入館：午後5時30分

・市内在住であることを証明するものをお持ちください。

問い合わせ　文化・スポーツ課　☎（582）1169
　　　　　　佐川美術館　☎（585）7800

寄贈

▶横断旗を寄贈
　2月20日、近江守山ライオンズクラブ（会
長 森

も り

本
も と

 藤
ふ じ

樹
き

）さまから、児童交通安全登校
旗350本を寄贈いただきました。市内の小
学校に配布し、登下校の安全に役立てます。

報告

▶�健康寿命延伸プロジェクト　　
最優秀賞を受賞

　歩っ歩の会（代表 福
ふ く

原
は ら

 喜
き

久
く

雄
お

）さんが
2月16日、県健康寿命延伸プロジェクト
優良事例表彰最優秀賞（運動）を受賞され、
2月25日に市長に報告に来られました。

▶�JICA（独立行政法人国際協力機
構）での活動を報告

　2月25日、服
は っ

部
と り

 邦
く に

彦
ひ こ

さんがJICA青年海
外協力隊で行った農業指導ボランティアの
成果について市長に報告するため来庁され
ました。

行政インフォメーション

▶納期限のお知らせ
　国保税10期分の納期限は４月1日（月）で
す。納期内に納めましょう。
問 納税課　☎（582）1118

▶�６次産業化セミナー
テーマ　「6次産業化って何？」
時 3月26日（火）午後1時30分～3時
所 玉津会館　
内 基調講演、事例発表
定先着30人
申 3月22日（金）までに下記へ
問 もりやま食のまちづくり
　プロジェクト事務局（農政課内）
　☎（582）1130

▶特別展「三宅村の古文書」（無料）
　市に寄贈いただいた「三宅自治会共有文
書」のうち、明治時代の三宅村絵図などを展
示します。本物の古文書を間近で見ること
ができる機会です。ぜひご覧ください。
時 3月15日（金）～４月19日（金）の執務時

間中
所 公文書館
問 公文書館　☎（514）1050

▶守山市緑の少年団�新入団員募集
　緑に親しみ、緑を愛し、緑を守り育てる
活動を一緒にしませんか。
内 緑の募金街頭運動、美化活動、キャンプ、

生物観察、福祉施設訪問奉仕活動 など
対 市内小学校の新3～6年生
￥ 2,000円／年
　※ 初年度のみ制服制帽代1,000円要
　※ 野外活動参加費として1,000円程度要
申 下記へ（随時受け付け）
問 緑の少年団事務局（建設管理課内）
　☎（582）1134

も
く
じ

おしらせ イベント案内やサークルメンバー募集などを掲載します。
掲載について詳しくは、秘書広報室☎（582）1164へ。

おしらせは25頁に続きます➡

2  図書館開館記念イベント/春のバスツアー/美
崎公園開催イベント

3  交流拠点整備事業の状況について/病児病後児
保育ハーティを利用しませんか/南部地区地域
包括支援センターを開設

4-9  平成3１年度施政方針
10・11  守山まるごと活性化プランの５年間
12  日本遺産 in 守山/佐川美術館アートコラム
13-19  特集 水はまちを流れて赤野井湾にそそぐ
20  障害のある人への手当制度/発達障害啓発週間

/助成券の交付/人権尊重のまちづくり推進協
議会委員募集

21  職員募集/学校体育施設利用登録団体を募集/
クルちゃんのつぶやき

22 狂犬病の予防集合注射
23 子どもの読書活動/くらしのたより
24  すこやか健康だより

25・26 おしらせ/路線バスのダイヤ改正/体育協会　
27 街かどフラッシュニュース/双眼鏡/人口
28 街かどフラッシュニュース
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双眼鏡双眼鏡

MORIYAMAビーチボールフェスティバル
混成、女子、児童計20チームが参加

　市民体育館で開催され、市内でビーチボールを楽しん
でいる混成、女子、児童の計20チームが参加して、コート
内を駆け回り、熱戦を繰り広げながら相互に交流を深め
ました。また、「チャレンジ！ビーチボール」と銘

めい

打
う

った初
心者の体験教室も開催され、体験者は柔らかいボールを
追い掛けていました。

２/２２

ほほえみセンターで卓球大会
学校対抗で楽しく交流
　ほほえみセンターで児童たちの交流を深めようと卓
球大会を開催しました。参加者は3人1組でチームを作っ
て総当たり戦。普段卓球で遊んでいる児童からクラブに
通っている子どもまで仲間の声援を受けながら懸命に
ラケットを振っていました。大会の優勝は吉身小のチー
ム“４－４”で優勝のメダルと賞状を授与されました。

中洲小学校で特別授業
海外ボランティアの苦労や楽しさを学ぶ

　ＪＩＣＡ青年海外協力隊のメンバーとしてザンビア共和
国（アフリカ）で2年間ボランティアを行った服

はっ

部
とり

 邦
くに

彦
ひこ

さんが母校の中洲小学校で6年生に講演を行いました。
児童は、現地の人を相手に農作物の栽培方法を教える
ときの苦労話や、帰国するときに別れを惜しんでくれた
ことなどを、興味津々に聞いていました。

電車でビワイチ
物部小4年生の校外学習
　物部小学４年生約1４0人が、社会科の一環として電車
に乗って琵琶湖を一周する授業を行いました。JR守山駅
などから出発して湖西線の乗り換えなどを経験し、滋賀
県のさまざまな風景に出会いました。参加した児童は

「知らない駅をいっぱい知った」「いろいろな自然がある
のがわかった」などと感想を話していました。

２/２6

２/２3

２/２3

守山市の人口

人口� 83,178（＋   21）

平成31年2月28日現在
（前月比）

男  41,050（＋   14）
女  42,128（＋     7）

世帯数� 32,129（＋  39）
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w

w
.city.m

oriyam
a.lg.jp 「守山ニュース」びわ湖放送

��毎月第１・３金曜日
「＂夢＂の力を伝える！守山市出身プロサッカー選手 村

むら

田
た

 和
かず

哉
や

さん」（再放送）
３月15日（金）18：45～18：50
「未定」
４月５日（金）18：45～18：50

　

立入が丘幼稚園でふれあい動物教室
ウサギと触れ合い、命の大切さ学ぶ
　3月からウサギのお世話を引き継ぐ４歳児４9人が参
加し、ウサギの生態や飼育方法などを学びました。市内
の獣医師から説明を受けた後、膝

ひざ

の上に乗せて触れ合
いました。園児らは聴診器をウサギにあて、真剣な表情
で心臓の音を聞くなどして、小さな命の大切さを感じ
とっていました。

北の玄関口に新しい観光資源
琵琶湖一望の入浴施設オープン

　今浜町のピエリ守山に琵琶湖を一望できる入浴施設
がオープンされるのに伴い、市の関係者やメディア、関係
者に向けて内覧会が行われました。入浴施設だけでなく
スポーツジムやレストランも備えた施設ができ、市の関
係者は、守山を発着点にしたビワイチなど北の玄関口の
新たな観光資源に期待したいと話していました。

湖南広域消防局が春季消防総合演習
ピエリ守山一体で迫真の訓練

　大型商業施設でテロ災害を想定した消防総合演習が
行われ、近隣の自治会や事業所、消防団、守山警察署な
ど約200人が参加しました。ピエリ守山の店舗スタッフ
による通報や避難誘導のほか、化学防護服の隊員によ
る不審物の処理などが行われました。同広域消防局に
更新配備された水難救助車両も初出動しました。

元気いっぱいナイストライ
カナリヤ保育園でラグビー大会
　げんきたいむの一環で、1月から練習を行っていた園
児たちが年齢別で対戦。3～5歳18４人が参加した大会
は、体力に合わせて４～5人でチームをつくり、元気よく
ホール内のゴールを目指し駆け回りました。転んでもすぐ
に立ち上がり全力でプレー、トライに成功すると「ナイス
トライ」と仲間が声援を送っていました。

２/２8

２/２1

２/２1

２/２8

守山市ＰＲキャラクター
「もーりー」

「Sidebooks」アプリを
インストールし、「ち
いき本棚」を選択

ここからアクセス

ここからアクセス

「マチイロ」アプリを
インストール

※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとのご負担となります。
※アプリの閲覧中に広告が表示されますが、その内容に守山市は責任を負いません。

市役所、各地区会館、JR守山駅（駅前総合案内所）、市民サービスセンター（モリーブ2階）、図書館、すこやかセンター、市内金融機関、市内郵便局、市
内平和堂各店とアルプラザ栗東、丸善守山店、市内セブンーイレブン（一部店舗）などに設置しています。スマートフォンアプリでもご覧いただけます。

広報もりやまは
右記施設に設置（ ）


